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問
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三
議
会
調
査
権
と
少
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者
調
査
権

一
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
と
少
数
者
調
査
権
（
以
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一
巻
一
号
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基
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法
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調
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会
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地
位
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手
続
に
関
す
る
原
則
的
問
題
解
決
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め
の
動
き
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少
数
者
調
査
権
を
中
心
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会
調
査
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上
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①
 第
五
七
条

第
三
四
巻
第
一
号

二
、
基
本
法
と
少
数
者
調
査
権

甚
本
法
第
四
四
条
の
成
立
と
少
数
者
調
査
権

一
九
四
八
年
九
月
一
日
、
憲
法
審
議
会
（
「
基
本
法
制
定
の
た
め
の
議
会
的
審
議
会
」
）
が
開
か
れ
た
。
そ
の
中
に
七
つ
の
専
門
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
専
門
委
員
会
を
中
心
と
し
て
九
月
一
六
日
か
ら
実
質
的
な
審
議
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
専
門
委
員
会
の
―
つ
で

あ
る
「
連
邦
の
機
関
に
関
す
る
委
員
会
」

(
A
u
s
s
c
h
u
B
f
u
r
 
d
i
e
 
O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
 
d
e
s
 B
u
n
d
e
s
)

に
提
出
さ
れ
た
ヘ
レ
ン
ヒ
ー
ム
ゼ
ー

(
1
)
 

草
案
第
五
七
条
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

け

連
邦
議
会
は
、
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
法
定
議
員
数
の
五
分
の
一
の
動
議
に
も
と
づ
き
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
義
務

を
負
う
。

調
査
委
員
会
及
び
調
査
委
員
会
か
ら
依
頼
さ
れ
た
官
庁
は
、
刑
事
訴
訟
法
を
類
推
適
用
し
て
必
要
な
証
拠
を
取
調
べ
、
証
人
及
び
鑑
定
人
を
召

喚
、
尋
問
し
、
宜
誓
せ
し
め
、
彼
ら
に
対
し
て
強
制
手
段
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
。
郵
便
の
秘
密
は
影
響
を
受
け
な
い
。
裁
判
所
及
び
行
政
官
庁
は
、
証

拠
収
集
、
証
拠
保
全
、
情
報
又
は
文
書
提
出
要
求
に
応
ず
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

調
査
委
員
会
は
、
一
一
一
分
の
二
の
多
数
決
で
公
開
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

調
査
委
員
会
は
、
二
つ
の
会
期
の
間
に
お
い
て
も
そ
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
議
会
の
解
散
に
よ
っ
て
、
そ
の
活
動
を
終
了
す

委
員
会
の
確
認

(Feststellung)

に
よ
っ
て
自
己
の
名
営
に
影
響
を
受
け
た
人
は
、

関
法

定
め
ら
れ
た
最
小
限
の
手
続
、
す
な
わ
ち
聴
聞
権
を
侵
害

五
〇

（
五

0
)



①
 

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
笛

一
九
四
八
年
―
一
月
五
日
、

五

（
五
一
）

こ
れ
ら
の
論
議
を
ふ
ま
え
て
、

「
連
邦
の
機
関
に
関
す
る
委
員
会
」
は
左
記
の
草
案
を
作
成
し
た
。

定
を
設
け
る
よ
り
も
、
慣
行
に
委
ね
る
の
が
好
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
た
。

ま
ず
、
調
査
委
員
会
設
置
動
議
提
出
に
必
要
な
議
員
数
が
五
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
に
高
め
ら
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
要

件
を
三
分
の
一
に
ま
で
高
め
よ
う
と
す
る
提
案
は
否
決
さ
れ
た
も
の
の
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
時
代
の
調
査
委
員
会
設
置
濫
用
を
理
由
と
し

て
、
こ
の
修
正
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
修
正
に
対
し
て
は
、
少
数
者
権
の
制
限
を
意
味
し
、
少
数
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な

「
少
数
者
」
と
み
な
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
草
案
第
五
七
条
第
二
項
は
、
法
形
式
上
も
問
題
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
、
特
に
調
査
委
員
会
の
証
拠
調

に
つ
い
て
の
刑
事
訴
訟
法
の
準
用
が
問
題
と
さ
れ
た
。
調
査
委
員
会
の
審
議
が
公
開
で
あ
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
徹
底
的
に
論

議
さ
れ
、
最
終
的
に
は
一
般
的
に
肯
定
さ
れ
た
。
草
案
第
五
七
条
第
三
項
で
は
、
消
極
的
に
公
開
禁
止
の
可
能
性
の
み
が
定
め
ら
れ
て
い

た
が
、
原
則
的
な
審
議
公
開
が
認
め
ら
れ
た
。
裁
判
所
が
ど
の
程
度
ま
で
調
査
委
員
会
の
決
定
あ
る
い
は
そ
の
決
定
に
先
行
す
る
事
実
の

確
認
に
拘
束
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
の
結
論
は
、
最
終
草
案
作
成
ま
で
も
ち
こ
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
一
事
件
に
つ
き
裁
判
所
の
手
続
が

開
始
さ
れ
た
場
合
、
調
査
委
員
会
は
そ
の
手
続
を
中
止
す
べ
き
か
、
撤
回

(
u
m
g
e
k
e
h
r
t
)

す
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
明
文
規

連
邦
議
会
は
、
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
議
員
の
四
分
の
一
の
動
議
に
も
と
づ
き
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
義
務
を
負
う
。

、、、
し
カ

と
い
う
反
対
も
あ
っ
た
が
、

J

の
草
案
は
、

さ
れ
た
と
信
ず
る
と
き
に
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
連
邦
の
機
関
に
関
す
る
委
員
会
」
の
審
議
の
中
で
、

「
少
数
者
」
の
要
件
を
変
更
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
以
前
よ
り
高
め
ら
れ
た
要
件
を
み
た
す
も
の
を

い
く
つ
か
の
修
正
・
変
更
を
う
け
た
。



調
査
委
員
会
の
確
認
に
よ
っ
て
自
己
の
名
誉
に
影
響
を
受
け
た
人
は
、
定
め
ら
れ
た
最
小
限
の
手
続
、
す
な
わ
ち
聴
聞
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
信
ず

る
と
き
に
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
申
し
立
て
に
理
由
が
あ
る
と
き
、
同
裁
判
所
は
委
員
会
の
確
認
が
法
律
の
規
定
上
、

R
 

⑤
 

は
影
響
を
う
け
な
い
。

④ 

委
員
会
の
取
調
及
び
委
員
会
の
要
請
に
よ
る
官
庁
の
取
調
に
対
し
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
。
信
書
、
電
信
及
び
郵
便
の
秘
密

調
査
委
員
会
の
活
動
は
、
任
期
の
経
過
又
は
連
邦
議
会
の
解
散
に
よ
っ
て
終
了
す
る
。

R
 裁
判
所
及
び
行
政
官
庁
は
、
文
書
提
出
、
法
律
上
の
共
助
に
つ
い
て
委
員
会
の
依
頼
に
応
ず
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

が
で
き
る
。

R ① 

第
三
四
巻
第
一
号

調
査
委
員
会
は
、
証
拠
調
及
び
証
拠
保
全
の
た
め
に
必
要
と
み
な
し
た
、
刑
事
訴
訟
法
の
あ
ら
ゆ
る
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
郵
便
の

秘
密
は
影
聾
を
受
け
な
い
。
す
べ
て
の
裁
判
所
及
び
行
政
官
庁
は
、
文
書
提
出
、
法
律
上
の
共
助

(
R
e
c
h
t
s
h
i
l
f
e
)
に
つ
い
て
委
員
会
の
依
頼
に
応
ず
る

こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

調
査
委
員
会
は
、
公
開
で
審
理
を
行
な
う
。
公
開
は
三
分
の
二
の
多
数
決
で
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

調
査
委
員
会
は
、
任
期
の
終
了
又
は
連
邦
議
会
の
解
散
ま
で
そ
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
各
専
門
委
員
会
の
作
成
す
る
草
案
の
全
体
的
統
一
を
は
か
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
全
般
的
校
訂
委
員
会

m
e
i
n
e
r
 R
e
d
a
k
t
i
o
n
s
a
u
s
s
c
h
u
s
s
)

は、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
の
基
本
的
内
容
に
、

（
五
二
）

(
A
l
l
g
e
,
 

ヘ
レ
ン
ヒ
ー
ム
ゼ
ー
草
案
第
五
七
条
第
五
項

連
邦
議
会
は
、
調
査
委
員
会
を
設
懺
す
る
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
議
員
の
四
分
の
一
の
動
議
に
も
と
づ
き
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
義
務
を
負
う
。

調
査
委
員
会
は
、
必
要
と
み
な
し
た
証
拠
を
公
開
の
審
理
で
取
調
べ
る
。
公
開
は
、
調
査
委
員
会
に
よ
り
―
―
―
分
の
二
の
多
数
決
で
禁
止
す
る
こ
と

を
付
け
加
え
た
次
の
よ
う
な
提
案
を
―
一
月
一

0
日
に
行
な
っ
た
。

④
 
R ②

 

関
法

五



る
ま
で
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
伺

五

―
一
月
―
一
日
、
主
務
委
員
会

(
H
a
u
p
t
a
u
s
s
c
h
u
f
3
)

の
中
で
は
、
特
に
新
し
い
論
点
は
提
起
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
第
四
項
の
一
部
修
正
が
行
な
わ
れ
、
第
六
項
の
全
文
と
第
五
項
の
「
又
は
連

一
九
四
九
年
一
月
七
日
の
第
二
読
会
で
は
、
二
つ
の
編
集
上
の
修
正
が
な
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

M
i
t
g
l
i
e
d
e
r
)
」
が
「
そ
の
議
員
の

(
s
e
i
n
e
r
M
i
t
g
l
i
e
d
e
r
)
」
に
、
も
う
―
つ
は
、

h
e
b
u
n
g
)
」
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
調
査
委
員
会
と
裁
判
所
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
二
読
会
に
お
い
て
活
発
な
論
議
が
な
さ
れ

(
2
)
 

た
が
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
五
人
委
員
会

(
F
白
1fer
A
u
s
s
c
h
u
B
)

に
委
ね
ら
れ
た
。
五
人
委
員
会
は
、
二
月
五
日
、
す
で
に
主
務
委
員

会
で
メ
ン
ツ
ェ
ル

(
D
r
.

M
e
n
z
e
l
)

議
員
、

項
の
挿
入
を
行
な
っ
た
。

調
査
委
員
会
の
決
定
は
裁
判
所
の
事
後
審
査
に
服
さ
な
い
。
調
査
の
甚
礎
と
な
っ
て
い
る
事
実
関
係
の
評
価
・
判
断
に
つ
い
て
裁
判
所
は
自
由
で
あ
る
。

こ
の
五
人
委
員
会
の
新
提
案
を
、
主
務
委
員
会
は
二
月
九
日
の
第
三
読
会
で
何
の
反
対
も
な
く
承
認
し
た
。

全
般
的
校
訂
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
六
項
か
ら
な
る
草
案
を
四
項
に
要
約
し
、
文
言
上
の
改
善
を
加
え
て
、
ほ
ぼ
最
終
草
案
に
一
致

す
る
新
草
案
を
、

カ
ッ
ツ

(
D
r
•
k
a
t
z
)

議
員
等
が
主
張
し
て
い
た
内
容
を
採
り
入
れ
て
次
の
よ
う
な
新
条

五
月
五
日
、
主
務
委
員
会
第
四
読
会
に
提
出
し
た
。

そ
の
後
、
基
本
法
（
一
九
四
九
年
五
月
1-
―
―
一
日
公
布
）
成
立
に
至

さ
さ
い
な
文
言
上
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
、

ほ
ぼ
基
本
法
第
四
四
条
の
規
定
形
式
と
内
容
に
つ
い
て
の
論
議

（五一―-）

「
取
調

(
E
r
h
e
 bu
n
g
)
」
が
「
証
拠
調

(
B
e
w
e
i
s
e
r
,

邦
議
会
の
解
散
に
よ
っ
て
」
と
が
削
除
さ
れ
た
。

全
般
的
校
訂
委
員
会
の
こ
の
提
案
が
、

適
切
で
な
い
と
判
断
す
る
。

―
つ
は
、

一
項
の
「
議
員
の

(
d
e
r
 

の
第
一
読
会
の
討
議
に
付
さ
れ
た
。
こ



第
三
四
巻
第
一
号

(
3
)
 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
と
基
本
法
第
四
四
条
と
の
相
異
点
に
つ
い
て
は
既
に
述
ぺ
た
が
、

少
数
者
調
査
権
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
動
議
提
出
少
数
者
の
要
件
が
四
分
の
一
に
高
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
少
数
者
に
よ
る
調
査
委
員
会
設
置
要
求
の
可
能
性
が
狭
め
ら
れ
た
こ
と
と
と
も
に
、
委
員
会
の
活
動
に
お
い
て
、
少
数
者
の
証
拠
調

要
求
権
が
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
少
数
者
権
の
大
巾
な
後
退
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

に
お
け
る
ナ
チ
ス
の
拾
頭
が
制
憲
者
達
の
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。

そ
の
中
の
最
も
重
要
な
変
更
の
一
っ
が

そ
の
背
景
に
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下

し
か
し
な
が
ら
、
基
本
法
施
行
後
、

「
自
由
で
民
主

的
な
基
本
秩
序
」
を
前
提
と
し
た
少
数
者
（
議
会
内
反
対
派
）
に
は
、
積
極
的
な
位
置
づ
け
と
そ
の
保
護
が
は
か
ら
れ
て
お
り
、
以
下
に

述
べ
る
基
本
法
第
四
四
条
の
改
革
と
調
査
委
員
会
の
設
置
及
び
手
続
に
関
す
る
法
律
制
定
の
動
き
の
中
で
様
々
の
こ
こ
ろ
み
が
な
さ
れ
て

（
以
下
の
叙
述
の
中
で
は
、
前
章
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
の
み
な
ら
ず
、
ラ
ン
ト
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
改
革
も
採
り

上
げ
る
。
連
邦
議
会
の
調
査
権
の
法
的
考
察
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ラ
ン
ト
で
の
法
律
が
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
の
改
革
の
先

(

1

)

以
下
に
述
べ
る
基
本
法
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、

D
o
e
m
m
i
n
g
-
F
i
i
B
l
e
i
n
,
M
a
t
z
,
E
n
t
s
t
e
h
u
n
g
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
d
e
r
 A
r
t
i
k
e
l
 
d
e
s
 
G
r
u
n
d
g
e
,
 

setzes, 
JiiR, 
N. 
F. 
B
d
.
 1
 
(
1
9
5
1
)
 
S
.
 
3
6
6
 ff
.
;
 

B. 
D
e
n
n
e
w
i
t
z
,
 
E
i
n
l
e
i
t
u
n
g
,
 
Vorce 
u
n
d
 
E
n
t
s
t
e
h
u
n
g
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
d
e
s
 
B
o
n
n
e
r
 

G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
e
s
,
 
i
n
"
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 B
o
n
n
e
r
 G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
,
 1
9
5
4
.

稲
葉
修
『
西
ド
イ
ツ
基
本
法
制
定
史
の
考
察
』
、
憲
法
調
査
会
事

務
局
編
『
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
制
定
の
経
過
』
（
憲
資
第
四
九
号
）
等
を
参
照
し
た
。

(

2

)

こ
の
「
五
人
委
員
会
」
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
・
前
掲
書
一
六
八
頁
参
照
。

(3)F•Klein, 

in :
 B. 
S
.
 
B
l
e
i
b
t
r
e
u
,
F
.
 
K
l
e
i
n
,
 
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
 
fiir 
d
i
e
 
B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
,
 6
 Aufl., 

1
9
8
3
,
 

s. 
6
1
5
f
f
.
,
 
u
s
w
.
 

尚
、
以
前
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
本
稿
に
お
け
る
「
多
数
者
」
、

取
り
を
し
て
い
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
）

き
た
。

は
終
了
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

関
法

「
少
数
者
」
と
は
、
議
会
内
に
お
け
る
多
数
派
議
員
、
少
数
派
議

五
四

（
五
四
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
笛

①
当
初
の
調
査
対
象
の
核
心
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
か
つ

5
 

な
ら
な
い
。
4
 
1
ー

3

（略）

設
置

（略）

ー`、ー
，ー、一
九
五
九
年
―
一
月
、

ー
少
数
者
調
査
権
を
中
心
と
し
て
ー
ー

⇔
 

五
五

（
五
五
）

員
の
グ
ル
ー
プ
を
さ
し
、
議
会
外
の
国
家
生
活
及
び
国
民
生
活
上
形
成
さ
れ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
等
を
さ
す
も
の
で
は
な
い
。

調
査
委
員
会
の
法
的
地
位
及
び
手
続
に
関
す
る
原
則
的
問
題
解
決
の
た
め
の
動
き

一
九
五
九
年
各
邦
議
会
議
長
会
議
と
「
議
会
の
調
査
委
員
会
の
手
続
規
則
に
関
す
る
各
邦
議
会
議
長
会
議
の
勧
告
」

こ
と
を
決
定
し
、

マ
イ
ン
ツ
で
開
催
さ
れ
た
各
邦
議
会
議
長
会
議
は
、
議
会
の
調
査
委
員
会
に
関
す
る
共
通
の
準
則
を
作
成
す
る

ラ
ン
ト

一
九
六
一
年
五
月
、
デ
ュ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
で
開
か
れ
た
議
長
会
議
で
各
邦
議
会
に
対
す
る
勧
告
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と

(
1
)
 

な
っ
た
。
以
下
、
本
稿
に
直
接
関
連
す
る
部
分
の
み
を
紹
介
す
る
。

調
査
委
員
会
の
任
務
と
そ
の
設
置
の
許
容
性

調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
に
は
本
会
議
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
憲
法
上
、
調
査
委
員
会
の
設
置
を
義
務
づ
け
る
こ
と
の

で
き
る
少
数
者
動
議
が
提
出
さ
れ
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
少
数
者
動
議
は
、
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
（
議
員
）
数
の
署
名
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
ね
ば

少
数
者
動
議
に
示
さ
れ
た
調
査
対
象
は
、
左
の
二
つ
に
該
当
す
る
湯
合
に
の
み
、
追
加
動
議
に
よ
っ
て
拡
大
又
は
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



に
は
否
定
的
な
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
勧
告
一

3
)
。

3
 
1
2
2
 
（略）

九

第
三
四
巻
第
一
号

③
追
加
動
議
に
よ
っ
て
調
査
手
続
の
著
し
い
遅
滞
が
生
じ
な
い
と
き

少
数
者
が
調
査
対
象
の
変
更
に
同
意
し
な
い
場
合
に
は
、
別
個
の
調
査
委
員
会
設
置
動
議
と
し
て
、
追
加
動
議
を
取
り
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

調
査
委
員
会
は
、
調
査
付
託
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
た
証
拠
を
取
調
べ
る
。
具
体
的
に
ど
の
証
拠
を
取
調
べ
る
か
は
、
委
員
会
が
決
定
す
る
。

調
査
の
結
果

調
査
委
員
会
の
い
ず
れ
の
委
員
も
、
別
個
の
報
告
を
本
会
議
に
提
出
す
る
権
利
を
有
す
る
。

本
勧
告
は
、

ま
ず
、
調
査
委
員
会
の
調
査
目
的
・
対
象
を
制
限
的
に
列
挙
し
て
調
査
権
の
範
囲
を
立
法
的
に
制
限
し
よ
う
と
す
る
こ
と

て
、
そ
れ
が
議
会
内
多
数
者
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
考
え
て
も
妥
当
な
結
論
と
い
え
よ
う
。
議
院
内
閣
制
の
下
で
少
数
者
の
「
武

(
2
)
 

器
」
と
な
っ
て
い
る
少
数
者
調
査
権
行
使
の
可
能
性
を
奪
う
こ
と
と
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
議
長
会
議
は
、
調
査
委
員
会

の
作
用
を
、
行
政
府
の
監
視
・
統
制
に
の
み
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
立
法
を
行
な
う
た
め
の
事
実
の
調
査
及
び
資
料
収
集
の
た
め
の
も

(
3
)
 

の
と
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

少
数
者
調
査
権
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
第
一
に
、
法
定
の
少
数
者
動
議
に
も
と
づ
く
調
査
委
員
会
設
置
に
は
本
会
議
の
議
決
が
必
要
で
あ

八

（略）

2
2
5
 
（略）

ー
七
証
拠
調

(
B
e
w
e
i
s
a
u
f
n
a
h
m
e
)

t
六

（略）

6
 
（略）

関
法

こ
の
こ
と
は
、

調
査
目
的
・
対
象
を
法
定
す
る
場
合
、
当
然
の
こ
と
と
し

五
六

（
五
六
）



(2) 

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
伺

最
後
に
、

ま
で
の
判
例
（
ド
イ
ツ
ラ
イ
ヒ
国
事
裁
判
所
一
九
―
―
七
年
六
月
一
八
日
判
決
、

(
4
)
 

日
判
決
）
で
も
採
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

五
七

（
五
七
）

る
と
す
る
。
第
二
に
、
少
数
者
動
議
は
、
法
定
数
を
み
た
す
議
員
の
署
名
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
動
議
提
出
の
際
に
署
名
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
会
議
の
表
決
ま
で
に
法
定
数
を
み
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
補
足
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と

解
さ
れ
る
。
第
三
に
、
多
数
者
に
よ
る
少
数
者
動
議
の
本
質
的
な
変
更
、
調
査
手
続
の
著
し
い
遅
滞
の
招
来
は
、
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。

さ
ら
に
少
数
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
少
数
者
動
議
に
対
す
る
追
加
動
議
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。
勧
告
の
こ
れ
ら
の
立
場
は
、
こ
れ

リ
ー
ネ
ブ
ル
ク
上
級
行
政
裁
判
所
一
九
互
四
年
四
月
二
六

行
政
府
に
対
す
る
議
会
的
統
制
と
し
て
調
査
権
を
と
ら
え
る
場
合
、
調
査
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
証
拠
を
取
調
べ
る
か
を
誰
が
決
定
す

る
の
か
が
重
要
で
あ
る
。
少
数
者
が
必
要
と
み
な
し
た
証
拠
の
取
調
要
求
権
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
、
有
効
な
行
政
統
制
は
行
な
い
え
な

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
勧
告
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
証
拠
を
取
調
べ
る
か
を
委
員
会
の
決
定
に
委
ね
た
（
勧
告
七
1
)
。

ま
た
、
証
拠
調
、
供
述
の
承
認
と
記
録
の
提
出
に
関
し
て
は
、

求
に
つ
い
て
勧
告
の
内
容
に
は
不
明
確
な
点
、
疑
問
な
点
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
代
案
も
い
く
つ
か
出
さ
れ
、
未
解
決
な
点

(
5
)
 

が
多
く
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

「
調
府
の
結
果
」

（
勧
告
九
）
の
中
で
は
、
行
な
わ
れ
た
調
査
に
つ
い
て
、
委
員
会
と
は
別
個
の
評
価
を
行
な
っ
た
少
数
者

(
6
)
 

に
よ
る
報
告
提
出
権
を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
少
数
者
の
要
件
は
個
々
の
委
員
と
さ
れ
て
い
る
。

第
四
五
回
ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
と
議
会
調
査
権

ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
は
、

と
り
わ
け
公
務
員
に
対
す
る
取
調
、
官
公
署
に
対
す
る
記
録
の
提
出
要(

7
)
 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下
で
も
一
九
二
六
年
の
第
三
四
回
大
会
で
議
会
の
調
査
権
を
そ
の
テ
ー
マ
に
と
り
あ
げ
た



―一、

第
三
四
巻
第
一
号

一
九
六
四
年
、

で
述
べ
ら
れ
た
、

カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
で
開
か
れ
た
第
四
五
回
大
会
は
、
議
会
調
査
権
の
新
規
定
へ
の
重
大
な
契
機
と
な
っ
た
。
こ
の
中

(
8
)
 

K
.
J
.
。
ハ
ル
シ
ュ

(K.
J
.
 

P
a
r
t
s
c
h
)
、

H
・
エ
ー
ム
ケ

(H.
E
h
m
k
e
)

等
の
見
解
は
、
学
説
の
検
討
の
中
で
ふ

(
9
)
 

れ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
こ
の
会
議
の
―
二
項
目
か
ら
な
る
テ
ー
ゼ
（
決
議
）
の
一
部
を
紹
介
し
て
お
く
に
と
ど
め
た
い
。

固
有
の
調
査
を
行
な
う
と
い
う
、
議
会
の
憲
法
上
の
権
利
は
、
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
、
調
査
機
関

原
則
上
、
個
々
の
調
査
に
つ
い
て
特
別
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
調
査
委
員
会
設
置
に
対
す
る
憲
法
上
の
権

利
は
、
対
象
を
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
特
定
の
調
査
任
務
に
つ
い
て
別
の
解
決
策
も
採
ら
れ
う
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
。

調
査
委
員
会
の
設
置
を
要
求
す
る
、
法
定
少
数
者
の
権
利
は
、
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
権
利
が
存
在
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の

委
員
会
内
の
法
定
少
数
者
の
証
拠
動
議

(
B
e
w
e
i
s
a
n
t
r
i
i
g
e
)

は
、
そ
れ
が
調
査
付
託
の
範
囲
内
に
あ
る
か
ぎ
り
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
少
数
者
権
が
強
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
少
数
者
は
、
議
会
印
刷
物
と
し
て
自
己
の
報
告
書
を
提
出
す
る
権
利
を
も
有
す
べ
き
で
あ
る
。

五
~
1
0
C

略）

法
律
上
の
保
護

憲
法
裁
判
は
、
少
数
者
権
の
保
護
の
た
め
に
、
少
な
く
と
も
委
員
会
の
設
置
及
び
少
数
者
報
告
書
の
提
出
に
関
し
て
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
こ
の
憲
法
裁
判
に
は
、
異
議
申
立
手
続
上
の
強
制
措
置
に
よ
る
再
審
が
明
示
的
に
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

権
利
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

四、

少
数
者
権

（略）

さ、、ヵ
ヽ

調
査
権

関
法

五
八

（
五
八
）



E
i
n
s
e
t
z
u
n
g
 u
n
d
 V
e
r
f
a
h
r
e
n
 v
o
n
 

「
I
P
A
草
案
」
と
略
記
す
る
）
と
バ
イ
ニ
ル
ン
及
び
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
関
連
規
定
（
G
e
s
e
t
z
iiber 
die U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
,
 

u
s
s
e
 d
e
s
 B
a
y
e
r
i
s
c
h
e
n
 L
a
n
d
t
a
g
s
 v
o
m
 2
3
.
 
M
a
r
z
 1
9
7
0
 
u
n
d
 G
e
s
e
t
z
 
u
b
e
r
 die 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
u
s
s
e
 d
e
s
 A
b
g
e
,
 

o
r
d
n
e
t
e
n
h
a
u
s
e
s
 v
o
n
 Berlin 
v
o
m
 2
2
.
 
J
 u
n
i
 1
9
7
0
)
 

(3) 

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
伺

ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
は
、
ド
イ
ッ
各
邦
議
会
議
長
会
議
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
一
九
六
一
年
五
月
四
日
の
「
議
会
調
査
委
員
会
の
手
続
規
則
に
つ
い
て
の

勧
告
」
を
、
議
会
法
改
革
の
た
め
の
有
意
義
な
提
案
と
し
て
歓
迎
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
必
要
と
さ
れ
る
措
置
は
、
議
院
規
則
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
憲
法
改
正
及
び
関
連
す
る
法
律
上
の
規
定
が
改
革
を
中
途
半
端
に
し
て
お
く
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ッ
法
律
家

会
議
は
、
改
革
作
業
に
着
手
す
べ
き
こ
と
、
そ
の
際
に
こ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
た
勧
告
を
顧
慮
す
べ
き
こ
と
、
な
ら
び
に
、
鑑
定
書
、
報
告
及
び
論
議
の
中

で
な
さ
れ
た
諸
提
案
を
も
そ
の
考
慮
の
中
に
入
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

こ
の
テ
ー
ゼ
は
、

五
九

（
五
九
）

ま
ず
第
一
に
、
調
査
対
象
を
憲
法
上
明
規
す
る
こ
と
に
は
反
対
の
立
場
を
採
っ
て
い
る
。
第
二
に
は
、
少
数
者
調
査

権
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
を
認
め
る
よ
う
に
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
三
に
、
委
員
会
内
部
で
少
数

者
が
十
分
に
活
動
を
行
な
う
た
め
の
保
障
を
与
え
よ
う
と
し
た
（
証
拠
動
議
、
少
数
者
報
告
書
の
提
出
等
）
。

第
四
に
、
少
数
者
の
保
護

の
た
め
の
憲
法
裁
判
所
の
役
割
を
積
極
的
に
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、

院
規
則
上
の
問
題
と
し
て
で
な
く
、
憲
法
問
題
と
し
て
明
確
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

た
ん
に
議

一
九
六
九
年
五
月
一
四
日
の
連
邦
議
会
調
査
委
員
会
の
設
置
及
び
手
続
に
関
す
る
法
律
案

(
E
n
t
w
u
r
f
eines 
G
e
s
e
t
z
e
s
 
iiber 

―二、

結
論

U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
n
 d
e
s
 B
u
n
d
e
s
t
a
g
e
s
,
 
B
T
.
 D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
 V
 /
 
4
2
0
9

ー
以
下



調
査
対
象
の
特
定
性
及
び
変
更
（
拡
大
）
に
つ
い
て

①
 

第
三
四
巻
第
一
号

連
邦
議
会
及
び
ラ
ン
ト
議
会
で
の
調
査
委
員
会
の
設
置
と
手
続
に
関
す
る
法
律
制
定
の
動
き
は
、

一
九
六
九
年
五
月
に
は
、
連
邦
議
会
に
本
稿
で
紹
介
す
る

I
P
A
草
案
が
提
案
さ
れ
、

で
法
律
が
成
立
し
た
。

w
．
ベ
ッ
カ
ー
が
、

I
P
A
草
案
、
バ
イ
エ
ル
ン
及
び
ベ
ル
リ
ソ
法
に
お
け
る
規
定
を
対
照
さ
せ
て
い
る
の
で
、

(10) 

本
稿
の
論
述
に
必
要
と
思
わ
れ
る
部
分
の
み
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

(
I
P
A
草
案
第
二
条
）

調
査
委
員
会
は
、
特
定
の
調
査
付
託
に
つ
い
て
、
そ
の
都
度

(
j
e
w
e
i
l
s
)

設
置
さ
れ
る
。

設
置
は
、
連
邦
議
会
の
決
議
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
議
員
の
四
分
の
一
の
動
議
が
あ
る
場
合
、
設
置
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ラ
ン
ト
議
会
は
、
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
議
員
の
五
分
の
一
の
動
議
に
も
と
づ
き
設
置
す
る
義
務
を
負
う
。

調
査
委
員
会
は
、
特
定
の
調
査
付
託
に
つ
い
て
、
場
合
場
合
に
応
じ
て

(
v
o
n
F
a
l
l
 
z
u
 F
a
l
l
)

設
置
さ
れ
る
。

（
ベ
ル
リ
ン
法
第
二
条
）

調
査
委
員
会
は
、
代
議
院
に
よ
る
決
議
に
よ
っ
て
の
み
、
か
つ
、
特
定
の
調
査
付
託
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
都
度
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
I
P
A
草
案
第
二
条
）

④ 

調
査
対
象
は
、
設
置
動
議
の
中
に
十
分
に
い
い
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

設
置
動
議
の
中
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
調
査
対
象
は
、
次
の
場
合
に
の
み
、
連
邦
議
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
動
議
提
出
者
の
意
思
に
反
し
て
具
体
化
又
は
拡

R
 

①
 （バ
イ
ニ
ル
ン
法
第
一
条
）

②
 
①
 
調
査
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

な
っ
た
。

関
法

一
九
七

0
年
に
は
い
く
つ
か
の
ラ
ン
ト

一
九
六

0
年
代
後
半
に
特
に
活
発
と

六
〇

（
六

0
)



R
 

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
笛

① ⑱
そ
れ
に
よ
り
、
調
査
手
続
の
本
質
的
遅
滞
が
何
ら
生
じ
な
い
と
き
。

伺
当
初
の
調
査
対
象
の
核
心
が
維
持
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
か
つ
、

③
 

な
い
。 R
 

別
個
の
調
査
委
員
会
の
設
置
動
議
と
し
て
の
効
力
を
有
し
な
い
。

調
査
対
象
の
核
心
が
影
響
を
う
け
ず
、
か
つ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
調
査
手
続
の
本
質
的
遅
滞
が
何
ら
予
想
さ
れ
な
い
と
き
。

＇ ノ‘‘

（
六
一
）

明
確
に
別
個
の
調
査
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る
こ
と
を
表
明
し
な
け
れ
ば
、
⑭
及
び
⑯
の
要
件
を
み
た
さ
な
い
、
具
体
化
又
は
拡
大
を
求
め
る
動
議
は
、

（
バ
イ
ニ
ル
ン
法
第
二
条
）

調
査
対
象
は
、
調
査
付
託
を
行
な
う
さ
い
に

(
b
e
i
E
r
t
e
i
l
u
n
g
 d
e
s
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
f
t
r
a
g
s
)
十
分
言
い
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

少
数
者
動
議
の
中
に
示
さ
れ
る
調
査
対
象
は
、
次
の
場
合
に
の
み
、
追
加
動
議
に
よ
っ
て
拡
大
又
は
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

（
ベ
ル
リ
ソ
法
第
二
条
）

設
置
及
び
事
後
的
付
託
に
つ
い
て
の
動
議
及
び
決
議
は
、
調
査
対
象
を
正
確
に
言
い
あ
ら
わ
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

R
設
置
動
議
の
中
に
示
さ
れ
た
調
査
対
象
は
、
調
査
手
続
の
本
質
的
遅
滞
が
何
ら
予
想
さ
れ
な
い
場
合
に
の
み
、
動
議
提
出
者
の
意
思
に
反
し
て
で

も
、
代
議
院
の
決
議
に
よ
っ
て
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

証
拠
調
に
関
す
る
少
数
者
権

(
I
P
A
草
案
第
―
二
条
）

証
拠
が
明
白
に
調
査
付
託
の
範
囲
内
に
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
を
除
い
て
、

(b) (a) 
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

そ
れ
が
動
議
提
出
者
、

委
員
の
四
分
の
一
又
は
被
調
査
者

ae



―
―
一
条
、
ベ
ル
リ
ン
法
第
一
九
条
）
等
が
注
目
さ
れ
る
。

第
三
四
巻
第
一
号

troffene)

に
よ
っ
て
申
請
さ
れ
た
と
き
に
は
取
調
べ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
ペ
ル
リ
ン
法
第
一

0
条）

証
拠
が
明
白
に
調
査
付
託
の
範
囲
内
に
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
を
除
い
て
、
そ
れ
が
動
議
提
出
者
、
委
員
会
に
お
け
る
そ
の
代
表
者
又
は
委
員
の

連
邦
議
会
に
お
け
る
調
査
委
員
会
の
設
置
と
手
続
に
関
す
る
法
律
は
成
立
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の

I
P
A
草
案
は
そ
の
後
、
連
邦

(11) 

議
会
で
設
置
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
調
査
委
員
会
の
手
続
準
則
と
し
て
調
査
委
員
会
設
置
決
議
の
中
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
邦
レ

一
九
六
一
年
の
前
記
「
勧
告
」
等
を
う
け
て
、
法
律
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
若
干
の
表
現
上
の
相
違
は
み
ら
れ
る
も

の
の
、
バ
イ
ニ
ル
ン
法
、
ベ
ル
リ
ン
法
と
も
に
、
前
記
「
勧
告
」
の
当
該
部
分
に
対
応
し
て
い
る
。

少
数
者
に
よ
る
調
査
委
員
会
設
置
動
議
に
つ
い
て
は
一
＿
一
者
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
定
め
方
を
し
て
い
る
。

I
P
A
草
案
が
基
本
法
の
要

件
（
議
員
の
四
分
の
一
）
を
踏
襲
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
法
は
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
要
件
（
議
員
の
五
分
の
一
）
に
な
ら

(12) 

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
ベ
ル
リ
ン
法
が
こ
れ
に
つ
い
て
明
文
規
定
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
少
数
者
権
に
対
す

る
姿
勢
は
、
少
数
者
動
議
で
示
さ
れ
た
調
査
対
象
の
変
更
に
関
す
る
一
1

一
者
の
規
定
の
相
違
に
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
設
置
動
議
、

と
り
わ
け
少
数
者
動
議
で
示
さ
れ
た
調
査
対
象
の
拡
大
・
変
更
に
つ
い
て
、
三
つ
の
規
定
が
ほ
ぼ
同
じ
要
件
を
う
た
い
つ
つ
、

案
及
び
ペ
ル
リ
ン
法
が
「
動
議
提
出
者
の
意
思
に
反
し
て
」
行
な
い
う
る
こ
と
を
明
規
す
る
の
に
対
し
て
、
バ
イ
ニ
ル
ン
法
は
こ
の
点
を

明
示
し
て
い
な
い
。

た
だ
、
バ
イ
エ
ル
ン
法
は
、
少
数
者
の
証
拠
調
要
求
権
に
つ
い
て
何
ら
述
べ
て
い
な
い
。

最
終
報
告
に
お
け
る
少
数
者
の
反
対
意
見
公
表
権
を
い
ず
れ
の
規
定
も
有
し
て
い
る
こ
と

(
I
P
A
草
案
第
二
三
条
、
バ
イ
ニ
ル
ン
法
第

ヴ
ェ
ル
で
は
、

四
分
の
一
に
よ
っ
て
申
請
さ
れ
た
と
き
に
は
取
調
べ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

R 

関
法

， 
/‘ 

I
P
A
草

そ
の
他
、
調
査
結
果
I

（
六
二
）



③
 

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
筈

① ③
 
③
 
①
 

、。’> 
R
 

①
 

記
す
る
ー
）

＇ ノ‘

（
六
三
）

各
邦
議
会
議
長
会
議
に
よ
る
議
会
調
査
委
員
会
の
設
置
と
手
続
に
関
す
る
モ
デ
ル
草
案

(
M
u
s
t
e
r
g
e
s
e
t
z
e
n
t
w
u
r
f
iiber 

E
i
n
s
e
t
z
u
n
g
 
u
n
d
 d
a
s
 
V
e
r
f
a
h
r
e
n
 v
o
n
 p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
n
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
n
ー

z
0卜
＇
「
モ
デ
ノ
ル
苗

H
茶
」
と
認
f

各
邦
議
会
議
長
会
議
は
、

一
九
六
一
年
の
「
勧
告
」
を
一
歩
す
す
め
、

一
九
七
1

一
年
一

0
月
一
九
日
、

第
一
条
（
任
務
及
び
許
容
性
）

い
く
つ
か
の
ラ
ン
ト
で
制
定
さ
れ
た
法
律
を
も
参
考
に
し
つ
つ
、

(13) 

モ
デ
ル
草
案
を
公
表
し
た
。
以
下
に
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

ラ
ン
ト
議
会
の
調
査
委
員
会
は
、
そ
の
解
明
に
公
益
が
存
す
る
と
こ
ろ
の
事
実
関
係
を
調
査
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
ラ
ン
ト
議
会
に
報
告
を
行
な
う

と
い
う
任
務
を
有
す
る
。

調
査
は
、
ラ
ン
ト
議
会
の
憲
法
上
の
権
限
内
で
行
な
わ
れ
る
議
決
の
た
め
の
資
料
を
ラ
ン
ト
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
役
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

第
二
条
（
設
置
）

調
査
委
員
会
は
、
特
定
の
調
査
付
託
に
つ
い
て
そ
の
都
度
設
置
さ
れ
る
。

設
置
は
、
ラ
ン
ト
議
会
の
決
議
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
。

憲
法
上
の
調
査
委
員
会
設
置
（
要
求
）
権
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
調
査
委
員
会
設
置
動
議
（
少
数
者
動
議
）
は
、
憲
法
上
の
定
数
の
署
名
に

よ
っ
て
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
議
院
規
則
の
一
般
規
定
が
調
査
委
員
会
設
置
動
議
に
適
用
さ
れ
る
。

第
三
条
（
調
査
対
象
）

調
査
の
対
象
は
、
調
査
付
託
が
行
な
わ
れ
る
際
に
、
十
分
特
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
初
の
調
査
対
象
の
核
心
が
維
持
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
か
つ
、
調
査
手
続
の
本
質
的
遅
滞
が
何
ら
予
想
さ
れ
な
い
場
合
に
の
み
、
少
数
者
動
議

(4) 

die 



第
三
四
巻
第
一
号

の
中
に
示
さ
れ
た
調
査
対
象
は
、
動
議
提
出
者
の
意
思
に
反
し
て
も
拡
大
又
は
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

調
査
委
員
会
は
、
（
調
査
）
付
託
に
拘
束
さ
れ
、
調
査
を
拡
大
す
る
権
限
を
有
し
な
い
。

第
四
条
2
第
二
三
条

第
二
四
条
（
手
続
の
中
止
及
び
停
止

(
A
u
s
s
e
t
z
u
n
g
u
n
d
 E
i
n
s
t
e
l
l
u
n
g
)
)
 

①
調
査
手
続
は
、
他
の
手
段
に
よ
る
す
み
や
か
な
解
明
が
期
待
さ
れ
る
と
き
又
は
裁
判
所
の
手
続
若
し
く
は
審
理
手
続
が
妨
げ
ら
れ
る
と
い
う
危
険

が
あ
る
と
き
に
は
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
止
は
、
ラ
ン
ト
議
会
が
決
定
す
る
。
委
員
会
が
少
数
者
動
議
に
も
と
づ
き
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場

合
、
中
止
に
は
、
動
議
提
出
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
中
止
さ
れ
た
手
続
は
、
本
会
議
の
決
議
に
よ
り
、
い
つ
で
も
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
以
下
略
）

本
草
案
第
一
条
は
、
調
査
委
員
会
の
任
務
を
事
実
の
収
集
に
限
定
し
、
調
査
が
ラ
ソ
ト
議
会
の
憲
法
上
の
諸
権
限
行
使
の
た
め
の
資
料

提
供
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
文
言
か
ら
調
査
委
員
会
が
調
査
事
実
の
評
価
・
判
定
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
結

論
が
た
だ
ち
に
導
き
だ
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

み
と
れ
よ
う
。
少
数
者
調
査
権
に
対
し
て
も
、
署
名
を
必
要
と
す
る
（
第
一
一
条
第
三
項
）
こ
と
や
、
動
議
提
出
者
の
意
思
に
反
し
て
で
も

調
査
対
象
を
修
正
し
う
る
こ
と
（
第
三
条
第
一
一
項
）
を
明
規
す
る
等
、

の
（
一
時
的
な
）
中
止
に
つ
い
て
は
、
動
議
提
出
者
の
同
意
を
必
要
と
し
て
い
る
（
第
二
四
条
第
一
項
）
。

草
案
第
二
二
条
、
ベ
ル
リ
ン
法
第
一
八
条
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
少
数
者
が
必
要
と
み
な
し
た
事
実
の
解
明
が
、

し
て
中
止
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
動
議
提
出
少
数
者
を
保
護
す
る
規
定
で
あ
る
。

③
 

関
法

（略）

六
四

そ
の
意
に
反

J

の
規
定
は
、
前
記
I
P
A

い
ず
れ
に
し
て
も
調
査
委
員
会
の
任
務
を
き
わ
め
て
限
定
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
読

や
や
制
限
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
で
い
る
。

た
だ
、
調
査
手
続

（
六
四
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
国

（
中
略
）

憲
法
改
革
問
題
予
備
調
査
会
の
中
間
報
告
及
び
憲
法
改
革
予
備
調
査
会
の
最
終
報
告

二
つ
の
予
備
調
査
会
の
任
務
は
、
基
本
法
を
現
代
及
び
予
測
し
う
る
将
来
の
必
要
に
1

そ
の
基
本
原
則
を
守
り
な
が
ら
1

適
合
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
か
否
か
、
又
、

憲
法
改
革
問
題
予
備
調
査
会
中
間
報
告

(
Z
w
i
s
c
h
e
n
b
e
r
i
c
h
t
d
e
r
 E
n
q
u
e
t
e
,
K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 fiir 
F
r
a
g
e
n
 d
e
r
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
f
o
r
m
,
 B
T
.
 D
r
u
c
k
、

s
a
c
h
e
 V
I
/
3
8
2
9
)
 

第
一
部

A
、
議
会
改
革

一
、
調
査
を
行
な
う
委
員
会

>

ど
の
程
度
必
要
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
憲
法
改
革
問
題
予
備
調
査
会
は
、

調
査
委
員
会
及
び
予
備
調
査
会

調
査
委
員
会
の
地
位
及
び
手
続

…
…
調
査
委
員
会
に
お
け
る
少
数
者
権
は
、
強
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
調
査
付
託
の
範
囲
内
に
あ
る
、
委
員
の
四
分
の
一
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ

る
証
拠
動
議
は
、
委
員
会
多
数
者
が
拒
否
し
う
る
こ
と
な
く
、
つ
ね
に
証
拠
調
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
義
務
の
限
界
は
、
調
査
付
託
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
…
…

調
査
委
員
会
の
地
位
、
任
務
及
び
手
続

基
本
法
第
四
四
条
に
も
と
づ
く
調
査
委
員
会
の
制
度
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
統
治
制
度
の
中
で
ー
も
ち
ろ
ん
、
ド
イ
ッ
ば
か
り
で
は
な
い
け
れ

ど
も
ー
—
連
邦
議
会
自
身
及
び
連
邦
行
政
（
政
府
を
も
含
め
た
）
に
お
け
る
不
正
調
査
の
た
め
の
機
関
と
し
て
の
任
務
を
持
っ
て
い
る
。
調
査
委
員
会
は
、

官
庁
又
は
個
人
が
自
己
に
委
ね
ら
れ
た
任
務
及
び
権
能
の
不
注
意
な

(
n
a
c
h
l
a
s
s
i
g
)
、
不
誠
実
な

(
u
n
r
e
i
d
l
i
c
h
)
、
そ
の
他
不
当
な

(unzuliissig)
、

年
一
月
八
日
、
連
邦
議
会
で
設
置
が
決
議
さ
れ
、

(5) 

一
九
七
二
年
九
月
ニ
―
日
中
間
報
告
を
提
出
し
た
。

六
五

（
六
五
）

一
九
七
〇



第
三
四
巻
第
一
号

に
な
っ
て
き
た
。
…
…

六
六

行
使
の
疑
い
を
う
け
た
場
合
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
基
本
法
第
四
四
条
は
、
本
質
的
で
よ
り
一
層
広
範
な
使
用
範
囲
を
も
こ
の
制
度

に
認
め
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
『
不
正
調
査

(
S
k
a
n
d
a
l
,
E
n
q
u
e
t
e
)
』
が
公
衆
の
中
に
も
、
調
査
委
員
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
あ
げ
て

き
た
。
調
査
委
員
会
は
、
と
く
に
、
議
会
多
数
者
と
反
対
派
と
の
間
の
政
治
的
対
決
の
一
手
段
と
も
な
っ
た
。
多
数
者
が
支
持
す
る
政
府
あ
る
い
は
自
派

の
議
員
に
か
か
わ
る
疑
惑
事
件
の
調
査
に
対
し
て
多
数
者
が
持
つ
と
こ
ろ
の
利
益
は
、
反
対
派
の
も
つ
利
益
よ
り
も
少
な
い
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か

基
本
法
第
四
四
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
連
邦
議
会
議
員
の
四
分
の
一
と
い
う
少
数
者
が
調
査
委
員
会
の
設
置
を
強
要
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
設
置
さ
れ
た
委
員
会
は
、
本
会
議
の
多
数
関
係
を
反
映
し
て
い
る
。
委
員
会
の
手
続
中
、
少
数
者
が
、
設
置
決
議
で
追
求
し
よ
う
と
し
た
目
的
を

実
現
す
る
た
め
の
い
か
な
る
便
益
を
も
持
っ
て
い
な
い
と
し
た
ら
、
議
会
の
設
置
義
務
と
矛
盾
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
少
数
者
の
役
に
立

つ
情
報
提
供
者
及
び
必
要
書
類
を
審
議
の
中
で
採
用
す
る
こ
と
を
委
員
会
内
で
少
数
者
が
こ
こ
ろ
み
る
、
証
拠
動
議
の
問
題
に
関
係
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

本
調
査
会
は
、
委
員
会
多
数
者
は
少
数
者
の
証
拠
動
議
を
多
数
者
の
恣
意
に
よ
っ
て
否
決
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
証
拠
動
議
に
応
じ
当
該
証
拠
（
採

択
）
決
議
を
行
な
い
、
証
拠
を
取
調
べ
る
こ
と
が
首
尾
一
貫
し
て
い
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
た
と
え
選
ば
れ
た
多
数
者
が
議
会
構
成
の
中
で
自
己
の
意

思
を
貫
き
通
す
こ
と
が
議
会
主
義
的
統
治
制
度
の
論
理
に
属
す
る
と
し
て
も
、
事
実
の
解
明
と
い
う
領
域
で
は
、
少
数
者
の
十
分
な
権
能
が
存
在
す
べ
き

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
委
員
会
の
証
拠
調
を
共
同
決
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
委
員
会
少
数
者
の
権
利
は
、
調
査
付
託
の
中
に
そ
の
限
界
を
み
い
だ
す
。

こ
の
調
査
付
託
の
範
囲
を
明
ら
か
に
は
み
出
し
て
い
る
な
ら
ば
、
委
員
会
は
申
請
さ
れ
た
証
拠
調
を
実
行
す
る
必
要
は
な
い
。
…
…

調
査
委
員
会
設
置
の
目
的
を
か
い
く
ぐ
っ
て
議
会
多
数
者
が
攻
撃
す
る
可
能
性
を
排
除
す
る
た
め
に
、
本
調
査
会
は
、
基
本
法
第
四
四
条
第
一
項
の
中

に
、
必
要
な
証
拠
調
に
つ
い
て
の
調
査
委
員
会
の
義
務
を
明
規
す
る
こ
と
を
定
め
る
よ
う
勧
告
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
基
本
法
第
四
四
条
第
一
項
の

規
定
上
議
会
内
少
数
者
に
よ
り
強
要
さ
れ
る
調
査
委
員
会
が
、
少
数
者
の
活
動
を
引
き
受
け
、
か
つ
活
動
し
な
い
ま
ま
で
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
保
障
さ

れ
る
。 ニ

・
四
調
査
委
員
会
に
お
け
る
少
数
者
権

関
法

（
六
六
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
伺

六
七

（
六
七
）

問
題
提
起

第
四
章

―
二
月
1

l

日
、
最
終
報
告
を
と
り
ま
と
め
た
。
最
終
報
告
は
、

一
九
七
―
―
一
年
一
二
月
二
二
日
、
連
邦
議
会
は
、
憲
法
改
革
予
備
調
査
会
の
設
置
決
議
を
行
な
っ
た
。
こ
の
予
備
調
査
会
は
、

督
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
調
査
委
員
会
及
び
予
備
調
査
会
の
性
格
と
任
務
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
と
勧
告
を
行
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

憲
法
改
革
予
備
調
査
会
の
最
終
報
告

(
S
c
h
l
u
B
b
e
r
i
c
h
t
d
e
r
 E
n
q
u
e
t
e
,
K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
f
o
r
m
,
 
B
T
.
 D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
 7
 /5
9
2
4
)
 

議
会
に
よ
る
監
督

調
査
委
員
会

い
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
…
…

本
調
査
会
は
、

一
六
章
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
第
四
章
は
「
議
会
に
よ
る
監

…
…
調
査
委
員
会
は
、
官
庁
又
は
個
人
が
自
己
に
委
ね
ら
れ
た
任
務
及
び
権
能
の
不
注
意
な
、
不
誠
実
な
、
そ
の
他
不
当
な
行
使
の
疑
い
を
う
け
た
場

合
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
基
本
法
第
四
四
条
は
、
こ
の
制
度
の
よ
り
一
層
広
範
な
使
用
範
囲
を
も
認
め
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
不

正
調
査
が
調
査
委
員
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
公
衆
の
う
ち
に
形
成
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
調
査
会
は
、
不
正
調
査
と
、
広
範
な
立
法
計
画
の
準
備
に

一
層
明
確
に

奉
仕
す
る
予
備
調
査

(
E
n
q
u
e
t
e
)

と
は
ー
ー
両
者
は
現
行
憲
法
上
、
同
一
の
基
本
法
条
文
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
ー
将
来
、

区
別
さ
れ
る
こ
と
が
合
目
的
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
と
く
に
、
調
査
委
員
会
は
、
議
会
の
多
数
者
と
反
対
派
と
の
間
の
政
治
的
対
決
の
一
手
段
と

な
っ
た
。
議
会
の
多
数
者
が
、
そ
の
支
持
す
る
政
府
内
又
は
自
派
の
議
員
の
疑
惑
事
件
の
調
査
に
対
し
て
持
つ
と
こ
ろ
の
利
益
は
、
反
対
派
よ
り
も
少
な

一
九
七
二
年
一
＿
一
月
―
―
―
．
ニ
―
-
日
及
び
六
月
二
七
日
の
各
邦
議
会
議
長
会
議
委
員
会
の
諸
決
定
と
同
じ
く
、
調
査
委
員
会
の
機
能
の
重

点
を
、
不
正
調
査
に
際
し
て
事
実
の
解
明
が
そ
こ
な
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
政
治
的
対
決
の
局
面
に
お
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
議
会
主
義

の
初
期
と
比
べ
て
、
議
会
に
対
す
る
理
解
が
変
っ
た
こ
と
が
決
定
的
理
由
と
な
っ
た
。
独
立
し
、
か
つ
、
政
府
か
ら
分
離
さ
れ
た
憲
法
上
の
機
関
と
し
て

一
九
七
六
年



8
:
1
3
 

（略）

(d) (c) (b) (a) 7

調
査
委
員
会
の
各
委
員
は
、
次
の
権
利
を
有
す
る
。

2
ー

6

（略）

の
連
邦
議
会
の
自
主
性
を
放
棄
す
る
こ
と
な
く
、
一
方
に
お
い
て
は
、
連
邦
政
府
及
び
政
府
を
支
持
す
る
連
邦
議
会
（
単
独
の
、
又
は
連
立
の
）
多
数
者

が
、
他
方
に
お
い
て
は
、
反
対
派
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
同
質
の
相
手
と
し
て
対
立
し
て
い
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
、
政
府
に
対
す
る
監
督
が
議
会
内
反
対
派
へ
か
な
り
重
心
を
移
行
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
者
（
反
対
派
）
が
制
度
的
助

け
に
よ
り
、
少
数
者
の
立
場
か
ら
監
督
の
任
務
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
体
と
し
て
の
議
会
が
、
こ
の
監
督
の
任
務

を
行
使
す
る
こ
と
は
、
政
治
的
に
適
切
で
な
い
と
は
い
え
な
い
と
し
て
も
、
政
府
と
政
府
を
支
持
す
る
議
会
内
多
数
者
が
政
治
的
に
は
一
体
と
な
っ
て
い

る
結
果
、
実
際
に
は
、
こ
れ
を
行
使
す
る
気
は
あ
ま
り
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
基
本
的
認
識
か
ら
、
本
調
査
会
が
決
定
し
た
解
決
案
が
導
き
だ
さ
れ
た
。

本
調
査
会
の
勧
告

本
調
査
会
は
、
以
下
の
勧
告
を
決
定
し
た
。
こ
の
勧
告
は
、

ー

第
三
四
巻
第
一
号

ま
た
一
部
は
基
本
法
第
四
四
条
の
改
正
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

連
邦
議
会
は
、
そ
の
議
員
の
四
分
の
一
の
動
議
が
あ
る
と
き
に
は
調
査
手
続
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
動
議
は
、
調
査
の
対
象
を
詳
細
に

明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
の
委
員
と
と
も
に
証
拠
動
議
を
提
出
す
る
権
利

そ
の
他
の
動
議
を
提
出
す
る
権
利

情
報
提
供
者
に
質
問
す
る
権
利
及
び

関
法

一
部
は
現
行
法
を
承
認
し
、

一
部
は
こ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
き
た
手
続
の
変
更
を
規
定
し
、

連
邦
議
会
へ
の
最
終
報
告
の
中
で
調
査
手
続
の
結
果
に
つ
い
て
自
己
の
見
解
を
述
べ
る
権
利

六
八

（
六
八
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
壺
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
笛

証
拠
決
定
の
変
更
に
異
議
を
申
し
立
て
る
、
投
票
権
あ
る
委
員
の
四
分
の
一
の
権
利

調
査
手
続
の
中
止
及
び
停
止
の
規
定
。
こ
の
場
合
に
は
、
委
員
会
の
委
員
の
四
分
の
一
が
中
止
に
、
連
邦
議
会
の
四
分
の
一
が
停
止
に
異
議
を
申

以
上
述
べ
た
勧
告
を
実
施
す
る
た
め
、
本
調
査
会
は
、
次
の
基
本
法
改
正
を
提
案
す
る
。

第
四
四
条
（
新
）

連
邦
議
会
は
、
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
議
員
の
四
分
の
一
の
動
議
に
も
と
づ
き
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
義
務
を

負
う
。
こ
の
調
査
委
員
会
は
、
議
事
を
公
開
し
て
必
要
な
証
拠
を
取
調
べ
る
。
公
開
は
こ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く
と
も
二
名
の
投
票
権

あ
る
調
査
委
員
会
委
員
に
よ
っ
て
申
し
出
ら
れ
た
証
拠
は
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
調
査
付
託
外
に
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
取
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

細
目
は
、
連
邦
法
律
が
定
め
る
。
こ
の
連
邦
法
律
は
、
特
に
、
委
員
会
少
数
者
の
権
利
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

： i 
議
会
は
、
事
実
関
係
の
解
明
の
た
め
に
適
当
な
調
査
手
続
を
必
要
と
す
る
。
議
会
の
こ
の
よ
う
な
調
査
手
続
は
、
裁
判
所
類
似
の
手
続
で
は
な
い
。
そ

れ
は
、
む
し
ろ
政
治
的
評
価
を
行
な
お
う
と
す
る
議
会
的
手
段
に
よ
る
事
実
の
真
相
解
明
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
。
•
•
•
…

調
査
委
員
会
は
、
す
べ
て
の
関
与
者
が
、
定
め
ら
れ
た
手
続
に
の
っ
と
っ
て
、
同
委
員
会
に
調
査
付
託
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
証
拠
方
法
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
。
提
出
さ
れ
た
証
拠
を
評
価
し
、
本
会
議
に
一
定
の
動
議
を
提
出
す
る
こ
と
は
、
調
査
委
員
会
の
権
利
及
び
義
務
で
あ
る
が
、

R
 

⑨

2
⑥
 

議
会
調
査
権
の
基
本
的
理
解

議
会
調
査
権
の
基
本
問
題
及
び
個
別
問
題

（略）

①
 

15 

（略）

し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(e) 、̀
la
 

ヽ

⑯

2
⑭
 

（略）

14

手
続
法
は
次
の
事
項
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。

六
九

（
六
九
）



i 
第
三
四
巻
第
一
号

調
査
の
結
果
を
最
終
的
に
は
議
会
の
み
な
ら
ず
世
論
及
び
国
民
も
評
価
す
る
。
も
ち
ろ
ん
国
民
は
、
通
常
、
全
調
査
手
続
を
自
ら
観
察
し
て
追
跡
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
調
査
手
続
に
つ
い
て
の
非
党
派
的
な
報
告
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
…
…

調
査
委
員
会
の
配
員

…
•
•
•
も
し
委
員
会
が
議
員
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
官
1

例
え
ば
、
連
邦
諸
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
|
ー
を
も
っ
て
占
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
調
査
委
員
会

の
手
続
は
客
観
化
さ
れ
、
特
に
委
員
会
の
少
数
者
に
対
し
て
一
層
好
ま
し
い
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
は
却
け
ら
れ
た
。
・
・
・
・
・
・
本
調
査

会
は
、
調
査
委
員
会
に
お
い
て
は
常
に
政
治
的
利
害
関
係
が
重
き
を
な
し
、
か
つ
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的

利
害
関
係
の
判
断
・
評
価
を
、
議
会
経
験
の
な
い
裁
判
官
は
議
員
ほ
ど
に
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
調
査
委
員
会
に
と
っ
て
は
、
事
実
解
明
ば
か
り
で
な

く
、
そ
の
活
動
及
び
そ
の
結
論
の
政
治
的
効
果
も
問
題
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
調
査
委
員
会
は
、
依
然
と
し
て
議
会
の
な
す
べ
き
事
項
た
る
べ
き
で
あ
ろ

う
つ
。
…
…

（
以
下
略
）

憲
法
改
革
問
題
予
備
調
査
会
の
中
間
報
告
（
以
下
「
中
間
報
告
」
と
略
記
す
る
）
及
び
憲
法
改
革
予
備
調
査
会
の
最
終
報
告

「
最
終
報
告
」
と
略
記
す
る
）
は
、
現
代
の
議
会
、

と
り
わ
け
議
院
内
閣
制
の
下
に
お
け
る
議
会
の
機
能
変
化
を
前
提
と
し
て
議
会
調
査

権
の
法
的
性
格
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
調
査
権
の
基
本
任
務
は
、
行
政
府
に
対
す
る
議
会
的
監
督
で
あ
る
と
い
う
結
論

を
導
き
だ
し
て
い
る
。
基
本
法
第
四
四
条
は
、
本
来
も
っ
と
広
範
囲
の
調
査
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
と
す
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
運
用
の
中
で
『
不
正
調
査
』
の
た
め
の
規
定
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
否
定

す
る
の
で
は
な
く
法
的
に
明
確
な
位
置
づ
け
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
積
極
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

(15) 

ヒ
ル
シ

(
D
r
•
H
i
r
s
c
h
)

特
別
意
見
は
、
調
査
委
員
会

立
場
に
対
し
て
は
、
最
終
報
告
の
中
の
特
別
意
見
で
異
議
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

関
法

七
〇

（
七

0
)

（
以
下



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
国

七

（
七
一
）

解
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。

ま
た
、

の
目
的
は
、
政
治
的
意
見
の
相
違
が
あ
る
場
合
で
も
出
来
る
か
ぎ
り
客
観
的
に
事
実
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
政
治
的
闘
争
の
手
段
と

(16) 

シ
ェ
フ
ァ
ー

(Dr.
S
c
h
a
f
e
r
)
特
別
意
見
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
と
基
本
法
と
で
は
議
会
対
行
政

府
（
大
統
領
）
の
関
係
が
大
き
く
変
化
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
法
第
四
四
条
は
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
を
ほ
と
ん
ど
そ
の

ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

段
と
な
る
と
い
う
意
味
で
、
多
数
者
と
少
数
者
と
の
間
の
議
会
内
対
立
を
解
決
す
る
資
格
は
な
い
、
む
し
ろ
、
全
体
と
し
て
の
議
会
が
行

政
府
の
責
任
を
問
い
う
る
知
識
を
獲
得
・
改
善
し
よ
う
と
す
る
目
的
を
持
つ
事
実
の
解
明
に
つ
い
て
の
み
資
格
を
有
す
る
と
結
論
づ
け
る
。

彼
は
、

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
委
員
会
の
性
格
と
構
成
を
変
え
、
裁
判
所
類
似
の
手
続
を
も
ち
、
元
裁
判
官
か
ら
な
る
査
問
調

査
会

(
Un
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
k
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)

を
設
置
す
べ
き
だ
と
す
る
。

中
間
報
告
及
び
最
終
報
告
の
基
本
的
立
場
か
ら
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
少
数
者
権
の
尊
重
・
拡
大
の
方
向
が
導
き
だ
さ
れ
る
。
調

査
委
員
会
設
置
動
議
提
出
要
件
は
四
分
の
一
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
少
数
者
の
証
拠
取
調
要
求
権
を
明
規
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
注
目
さ
れ

る
。
た
ん
な
る
設
置
権
だ
け
で
は
な
く
、

ム
ケ

(
H
•
E
h
m
k
e
)

そ
こ
か
ら
彼
は
、
第
四
四
条
の
調
査
権
は
、
他
の
手
段
と
な
ら
ん
で
議
会
内
の
対
決
の
一
手

ま
さ
に
少
数
者
が
必
要
と
み
な
し
た
証
拠
を
取
調
べ
う
る
こ
と
こ
そ
が
、
少
数
者
調
査
権
の
効

目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
い
か
な
る
便
益
を
も
持
っ
て
い
な
い
と
し
た
ら
」
少
数
者
権
は
そ
れ
を
基
本
法
上
に
明
規
し
た
意
味
が
な
い
だ

ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
最
終
報
告
は
、
調
査
委
員
会
委
員
二
名
に
よ
る
証
拠
申
請
動
議
を
み
と
め
て
い
る
。
か
つ
て
ェ
ー

は
、
基
本
法
第
四
四
条
の
核
心
は
委
員
会
の
証
拠
調
権
で
あ
り
、
政
府
・
官
庁
の
意
思
に
反
し
て
さ
え
も
、

委
員(17) 

会
が
必
要
と
み
な
し
た
な
ら
ば
強
制
手
段
を
行
使
し
て
で
も
調
査
を
行
な
う
こ
と
が
調
査
委
員
会
の
任
務
と
権
利
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
特
に
ヒ
ル
シ
特
別
意
見
は
、
少
数
者
権
に
消
極
的
で
あ
る
。
調
査
委
員
会
の
設
置
を
求
め
う
る
の
は
、

果
的
行
使
に
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
間
報
告
は
、

一
会
派
又
は
議

「
委
員
会
の
手
続
中
、
少
数
者
が
設
置
動
議
で
追
求
し
よ
う
と
し
た



が
制
定
さ
れ
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

第
三
四
巻
第
一
号

会
の
三
分
の
一
で
あ
り
、
証
拠
調
べ
に
お
け
る
少
数
者
権
も
、
委
員
長
の
拒
否
決
定
に
対
し
て
三
分
の
一
が
要
求
し
て
こ
れ
を
く
つ
が
え

す
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
あ
る
。

シ
ェ
フ
ァ
ー
特
別
意
見
で
は
、
設
置
を
求
め
る
少
数
者
権
は
維
持
さ
れ
る
が
先
に
述
べ
た
査
問
調
査
会

の
性
格
か
ら
し
て
、
調
査
権
の
行
使
に
お
け
る
多
数
者
・
少
数
者
の
対
立
は
問
題
と
さ
れ
な
い
。

（
七
二
）

最
後
に
、
中
間
報
告
及
び
最
終
報
告
は
、
第
四
四
条
の
調
査
権
の
性
格
を
議
会
に
よ
る
行
政
府
に
対
す
る
政
治
的
監
督
と
し
、
広
範
か

つ
重
要
な
一
連
の
事
項
に
つ
い
て
の
議
会
の
決
定
の
準
備
、
特
に
立
法
活
動
を
準
備
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
は
、
予
備
調
査
会
を
憲
法

上
規
定
す
べ
き
だ
と
す
る
立
場
を
採
っ
た
。

し
か
し
、
調
査
委
員
会
の
手
続
に
お
い
て
は
客
観
的
事
実
関
係
が
解
明
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す

べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
目
的
と
対
象
が
政
治
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
一
層
そ
の
手
続
は
客
観
的
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
中
間

報
告
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
多
数
者
が
自
己
の
意
思
を
貫
徹
し
う
る
こ
と
は
議
会
主
義
の
原
則
で
あ
る
が
、

い
う
点
で
は
少
数
者
の
十
分
な
権
能
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
最
終
報
告
も
、
こ
の
目
的
に
奉
仕
す
る
独
自
の
手
続
法

調
査
委
員
会
の
証
拠
調
手
続
に
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
諸
規
定
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
疑
問
が
だ
さ
れ
て

(18) 

き
て
い
た
が
、
本
報
告
は
、
調
査
委
員
会
の
基
本
的
任
務
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
目
的
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
手
続
は
か
く
あ
る
べ
き
だ

と
い
う
形
で
基
本
法
第
四
四
条
第
二
項
の
廃
止
と
独
自
の
手
続
法
制
定
を
積
極
的
に
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。

尚
、
本
調
査
会
の
最
終
報
告
発
表
後
、

一
九
七
七
年
―
一
月
一
四
日
、

「
事
実
の
解
明
と

C
D
u
.
C
S
U
会
派
は
基
本
法
改
正
の
た
め
の
法
律
案
（
第

四
四
条
）
（
E
n
t
w
u
r
f
eines・・・Gesetzes 
z
u
r
 A
n
d
e
r
u
n
g
 d
e
s
 G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
e
s
 (
A
r
t
i
k
e
l
 4
4
)
,
|
B
T
.
 D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
 8/1180

—') 

及
び
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
調
査
手
続
に
関
す
る
法
律
案

(
E
n
t
w
u
r
f
e
i
n
e
s
 
G
e
s
e
t
z
e
s
 iiber 
d
a
s
 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
v
e
r
f
a
h
r
e
n
 
d
e
s
 

(19) 

D
e
u
t
s
c
h
e
n
 B
u
n
d
e
s
t
a
g
e
s
,
|
B
T
.
 D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
 8
/
1
1
8
1
ー
）
を
宰
笠
邦
臨
穴
去
に
埠
E

出
し
た
が
成
立
し
な
か
っ
た
。

関
法

七



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
同

と
が
で
き
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
実
現
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
連
邦
議
会
の
議
院
規
則
（
甚
本
法
第
四

0
条
第
一
項
）
は
徐
々
に
少
数
者
権
の
拡
張
を
(20) 

行
な
っ
て
き
て
お
り
、
議
会
（
と
り
わ
け
反
対
派
）
の
政
府
統
制
権
能
は
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
き
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

連
邦
議
会
議
院
規
則
（
一
九
五
一
年
―
二
月
二
六
日
議
決
、

第
六
一
ー
一
条

第一

0
四
条
（
調
査
委
員
会
の
設
置
動
議
）

憲
法
改
革
予
備
調
査
会
の
最
終
報
告
及
び
そ
れ
ら
を
受
け
た
改
正
案
の
提
案

一
九
五
二
年
一
月
I

I

八
日
公
示
）

七

（
調
査
委
員
会
）

連
邦
議
会
は
、
そ
の
議
員
の
四
分
の
一
の
動
議
に
も
と
づ
き
、
そ
の
動
議
を
事
前
に
他
の
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
な
く
、
調
査
委
員
会
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
動
議
に
は
、
立
証
主
題

(
B
e
w
e
i
s
t
h
e
m
e
1
調
査
事
項
）
を
か
か
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

調
査
委
員
会
の
議
事
及
び
委
員
長
の
権
能
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
第
四
四
条
、
本
議
院
規
則
の
諸
規
定
及
び
将
来
定
め
ら
れ
る
調
査
委
員
会
の
手

基
本
法
第
四
四
条
の
規
定
に
よ
り
調
査
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る
動
議
は
、
そ
の
動
議
が
議
事
日
程
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
と
き
に
か
ぎ
り
審
議
す
る
こ

一
九
六
九
年
の
議
院
規
則
改
正
の
中
で
、
連
邦
議
会
は
、
第
七
四
条
の

a
に
予
備
調
査
会
に
関
す
る
規
定
を
も
う
け
た
。
そ
れ
ま
で
に

調
査
委
員
会
の
性
格
・
任
務
と
そ
の
手
続
に
つ
い
て
論
議
が
さ
ま
ざ
ま
に
な
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
王
立
委
員
会

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)

を
も
参
考
に
し
て
、
議
員
以
外
の
専
門
家
を
も
加
え
て
総
合
的
・
専
門
的
な
調
査
を
行
な
う
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
る

続
に
関
す
る
特
別
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

R
 

① 甚
本
法
第
四
四
条
の
改
正
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
勧
告
」
、

⑱
連
邦
議
会
議
院
規
則
（
議
事
規
則
）
の
改
正

（
七
三
）

(
R
o
y
a
l
 



議
院
規
則
に
お
け
る
調
査
委
員
会
に
関
す
る
規
定
は
、

こ
の
第
七
四
条
の

a
の
新
設
は
、
調
査
委
員
会
（
基
本
法
第
四
四
条
、
議
院
規
則
第
六
三
条
）
の
性
格
・
任
務
の
明
確
化
に
大
き
く
貢

員
が
最
も
有
効
に
な
し
う
る
と
は
言
え
ず
、

こ
れ
に
対
し
て
、
国
民
代
表
と
し
て
の
議
会
は
、
本
来
的
に
行
政
府
に
対
す
る
統
制
の
任
務
を
有
し
て
い
る
。
調
査
委
員
会
の
任
務
を
こ

の
意
味
で
限
定
し
、
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
調
査
権
の
法
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
第
七
四
条
の

a
の
「
予

備
調
査
会
」
に
基
本
法
上
の
根
拠
規
定
を
独
自
に
設
け
よ
う
と
す
る
提
案
は
、
憲
法
改
革
予
備
調
査
会
の
最
終
報
告
で
も
な
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、
そ
こ
で
勧
告
さ
れ
た
基
本
法
第
四
四
条
の

a
で
は
、
第
二
項
で
証
拠
調
権
が
認
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
少
数
者
の
調
査
会
設
置
動

議
提
出
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

る
」
ぺ
き
で
あ
る
が
、

そ
の
設
置
が
議
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
以
上
、
少
数
者
権
は
明
示
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

献
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

R
i③
 

（略）

①
 第
七
四
条
の

a

（
予
備
調
査
会
）

（
一
九
六
九
年
六
月
一
八
日
議
決
、
同
年
六
月
二
五
日
公
示
）

連
邦
議
会
は
、
広
範
か
つ
重
要
な
一
連
の
事
項
を
決
定
す
る
準
備
の
た
め
に
予
備
調
査
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
議
員
の
四
分
の
一
の
動

議
が
あ
る
と
き
、
連
邦
議
会
は
、
こ
れ
を
設
置
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
の
動
議
は
、
予
備
調
査
会
へ
の
付
託
事
項
を
示
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

関
法
第
三
四
巻
第
一
号

こ
と
に
な
っ
惇

つ
ま
り
、
連
邦
議
会
の
決
定
を
準
備
す
る
た
め
の
事
実
の
総
合
的
・
専
門
的
調
査
は
、
必
ず
し
も
議

よ
り
一
層
適
切
な
機
関
が
考
案
さ
れ
る
な
ら
、

そ
の
機
関
に
委
ね
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
予
備
調
査
会
の
任
務
は
「
本
質
に
お
い
て
原
則
と
し
て
不
正
調
査
委
員
会
と
区
別
さ
れ

一
九
八

0
年
六
月
二
五
日
の
大
改
正
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
。
予
備
調
査
会
に

七
四

（
七
四
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
同

基
本
法
、
連
邦
法
律
、
又
は
特
別
の
議
院
規
則
で
異
な
っ
た
定
め
の
な
い
か
ぎ
り
、
基
本
法
又
は
連
邦
法
律
が
委
員
会
の
設
置
を
定
め
た
り
認
め

て
い
る
場
合
に
は
、
設
置
と
手
続
は
本
議
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

調
査
委
員
会
、
基
本
法
第
四
四
条
。
選
挙
審
査
委
員
会
、
甚
本
法
第
四
一
条
及
び
…
…
（
以
下
略
）

こ
れ
ま
で
議
院
規
則
上
、
特
別
規
定
を
有
し
て
い
た
調
査
委
員
会
は
こ
の
改
正
に
よ
り
連
邦
議
会
の
特
別
委
員
会
の
一
っ
と
し
て
の
一

般
的
規
律
に
服
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
も
ち
ろ
ん
、
基
本
法
第
四
四
条
の
適
用
を
う
け
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
特
別
の
地
位
と
手
続
を
有
す

以
前
か
ら
調
査
委
員
会
に
は
、
議
院
規
則
の
「
委
員
会
」
に
関
す
る
一
般
的
諸
規
定
が
適
用
さ
れ
て
き
て
は

い
た
が
あ
く
ま
で
も
補
充
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
調
査
委
員
会
の
手
続
に
関
す
る
法
律
を
制
定
す
る
努
力
も
続
け
ら
れ
て
き
て
い
た
こ
と

は
す
で
に
紹
介
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
旧
第
六
三
条
及
び
一

0
四
条
の
削
除
と
新
五
四
条
の
制
定
が
ど
う
い
う
意
図
の
も
と
に
行
な

わ
れ
た
の
か
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
残
し
て
お
く
と
し
て
、
本
稿
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
、
議
院
規
則
全

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
）
。

②
 

る。
①
 
第
五
四
条
（
常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
）

第
七
章

委
員
会

七
五

（
七
五
）

（
一
九
八
二
年
三
月
一
七
日
に
も

つ
い
て
の
規
定
（
そ
れ
ま
で
の
第
七
四
条
の

a
)
は
新
第
五
六
条
に
明
規
さ
れ
た
が
、
調
査
委
員
会
に
つ
い
て
の
第
六
三
条
、
第
一

0
四

条
は
廃
止
さ
れ
、
委
員
会
に
つ
い
て
の
一
般
規
定
（
第
五
四
条
）
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

議
院
規
則
の
改
正
が
行
な
わ
れ
た
が
第
五
四
条
は
八

0
年
改
正
の
ま
ま
で
あ
る
）
。

連
邦
議
会
は
、
審
議
の
準
備
の
た
め
常
任
委
員
会
を
設
骰
す
る
。
個
別
的
な
案
件
の
た
め
、
連
邦
議
会
は
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き



第
＿
―
-
四
巻
第
一
号

体
の
、
少
数
者
に
対
す
る
姿
勢
が
調
査
委
員
会
の
考
察
に
重
要
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
議
院
規

則
が
着
実
に
少
数
者
権
を
拡
大
し
て
い
っ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
こ
と
は
、
少
数
者
調
査
権
を
も
積
極
的
に
そ
の
中
に
取
り
込
ん
だ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
議
院
規
則
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
少
数
者
権
の
保
護
は
、
議
会
の
運
営
に
お
け
る
民
主
化

I
K・
レ

(22) 

ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
機
関
内
統
制

(
I
n
t
r
a
,
O
r
g
a
n
,
K
o
n
t
r
o
l
l
e
)
」
ー
|
_
と
い
う
側
面
が
か
な
り
強
い
と
も
考
え

ら
れ
る
。
政
府
に
対
す
る
議
会
の
統
制
（
と
り
わ
け
少
数
者
に
よ
る
統
制
）
の
一
手
段
と
さ
れ
る
調
査
権
（
少
数
者
調
査
権
）
の
問
題
を

議
院
規
則
の
一
般
論
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
解
消
し
て
し
ま
う
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

(23) 

は
次
節
の
学
説
の
検
討
の
中
で
ふ
れ
て
み
た
い
。

(
1
)
こ
の
勧
告
の
全
文
の
紹
介
と
し
て
は
、
島
川
豊
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
の
国
政
調
査
権
（
続
稿
）
＇
~
調
査
委
員
会
の
手
続
に
関
す
る
各

邦
議
会
議
長
会
議
の
勧
告
に
つ
い
て
|
|
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
一
八
四
号
六
頁
、
が
あ
る
。

(
2
)
W
.
 B
e
c
k
e
r
,
 
E
i
n
 B
e
i
t
r
a
g
 
z
u
m
 R
e
c
h
t
 d
e
r
 
p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
n
 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
,
 
D
O
V
 19
6
4
,
 
S. 
5
0
5
,
 
5
0
8
.
 

(
3
)
W
.
 B
e
c
k
e
r
,
 
a. 
a. 
0., 
S. 
5
0
5
.
 

(

4

)

こ
れ
ら
の
判
決
の
紹
介
は
、
拙
稿
「
議
会
の
調
査
権
に
つ
い
て
ー
|
ド
イ
ツ
の
判
例
を
中
心
と
し
て
ー
」
関
西
大
学
法
学
論
集
―
―
―
-
＝
一
巻
三
・

四
•
五
合
併
号
一
九
九
頁
（
以
下
拙
稿
·
「
判
例
」
と
略
記
す
る
）
参
照
。

(
5
)
V
g
l
.
,
 U•KeBler, 

D
i
e
 A
k
t
e
n
v
o
r
l
a
g
e
 
u
n
d
 
B
e
a
m
t
e
n
a
u
s
s
a
g
e
 
i
m
 p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
n
 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
v
e
r
f
a
h
r
e
n
,
 
A
o
R
 8
8
 

(
1
9
6
3
)
,
 

s. 
3
1
3
.
 

(

6

)

本
勧
告
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
、

vgl.,

W. B
e
c
k
e
r
,
 
D
a
s
 R
e
c
h
t
 p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
r
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
,
 Z
P
a
r
l
.
 3
,
 1
9
7
2
,
 

s. 
4
2
5
.
 

(

7

)

こ
の
第
三
四
回
大
会
で
の
論
議
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
⇔
ー
|
少
数
者
調
査
権
を
中
心
と
し

て
ー
ー
」
関
西
大
学
法
学
論
集
一
―
―
―
―
一
巻
一
号
ニ
―
―
-
＝
頁
、
二
六

0
頁
参
照
。

(
8
)
K
.
 J. 
P
a
r
t
s
c
h
,
 E
m
p
f
i
e
h
l
t
 es 
sich, 
F
u
n
k
t
i
o
n
,
 S
t
r
u
k
t
u
r
 u
n
d
 V
e
r
f
a
h
r
e
n
 d
e
r
 p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
n
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
 

関
法

七
六

（
七
六
）



g
r
u
n
d
l
e
g
e
n
d
 z
u
 iindern? 

G
u
t
a
c
h
t
e
n
 
fur 
d
e
n
 45. 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 Juristentag, 

V
e
r
h
a
n
d
l
u
n
g
e
n
 des 45 D
J
T
,
 Bd. I, 
1964, Tei! 

3, 
S. 
1; 
H. 
E
h
m
k
e
,
 V
e
r
h
a
n
d
l
u
n
g
e
n
 des 
45 D
J
T
,
 Bd. 
II, 
1965, 
E. 
1
 ff. 
Vgl., 
N. 
Achterberg, 

Theorie 
u
n
d
 
D
o
g
m
a
t
i
k
 

des Offentlichen R
e
c
h
t
s
 Ausgewiihlte 

A
b
h
a
n
d
l
u
n
g
e
n
 1960-1980, 

1980, 
S. 
367. 

(o,) 
W
.
 Becker, 

ZParl. 
3
 (1972), 
S. 
425, 
436. 

(~
) 
W
.
 Becker, 

ZParl. 
3
 (1972), 
S. 
425, 
439 ff. 

(：：：) 
-
巳
<
祇
縣
〇
批
要
終
包
f点
旦
0
；
ド
竺
＇
世
赳
賂
「
固
築
0
華
菜
痙
ぐ
甘
醒
福
郎
訳
甘
」
入
ト
ト
入
入
t<:11]11]
ギ
認
直
饂
゜

（;::!) 
“
〈
文
へ
入
甜
知
J兵
公
〇
紫
心
舒
出
ヤ
炉
J
}
J
灼
冷
旦
い
ニ
ド
廷
'vgl.,
W
.
 Harth, 
Erste 
E
r
f
a
h
r
u
n
g
e
n
 
mit d
e
m
 Gesetz Uber die 

Untersuchungsausschiisse 
i
m
 A
b
g
e
o
r
d
n
e
t
e
n
h
a
u
s
 v
o
n
 Berlin, 
ZParl. 
3
 (1972), 
S. 
463; J. 
Rinck, A
u
s
b
a
u
 
der 
M
i
n
d
e
r
-

heitenposition 
i
m
 R
e
c
h
t
 der 
Untersuchungsausschiisse, 

ZParl. 
3
 (1972), 
S. 
470. 
>J >J
や
ざ
署

4
H
0
回
令
Q
]
Q
~
~
神
盆

器
心
＇
抱
諷
4
胆
よ
回
翌
ヤ
炉
J
A
)
終
マ
匿
崇
縣
諷
4
肪
韮
届
羞
や
兵
兵
迎
終
ふ
終
:
,
,
}
 
J
ぷ
匿
撰
捩
蠍
0
栽
獣
吐
蚕
器
蝦
丑
-l!q!Q
世
科
旦
企
刈
'
，
0
ニ

¥
J
Q
ぶ
ヒ
終
兵
兵
炉
J
刈
描
如
宦
感
ヤ
炉
J
A
J
知
J
9
J
灼
冷
ふ
兵
投
゜
廊
出
P
廷
＇
ウ
〈
ミ
=
入
甜
F
如
令
踏
抑
醒
崇
逹
茶
恙
證
や
兵
ド
ニ
肉
゜

ぼ
）
W
.
Becker, 
ZParl. 
3
 (1972), 
S. 
425, 
427 f. 

(~
) 
艇
坦
浴
祗
庄
砦
匿
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審
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0
；
ド
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E
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R
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r
m
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der 

E
n
q
u
e
t
e
-
K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 
Verfassungsreform, 

ZParl 
6
 (1975), 
S. 
288.
返
母
怒
「
固
蒜
哉
蔀
翌
4
胆
将
土
心
匿
崇
邸
尉
胆
珪
図
ヤ
肉
楔

姐
ぢ
出
Q
盆
枷
—
搬
甜
浴
祗
+
睾
匿
点

4粕
3
誤
裟
瑶
赴
且
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ふ
ー
一
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入
ト
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入
入
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回
ば
嵐
＇
賑
誕
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「
誕
令
—
毅
姐
舒
祗
鱈

崇
祢
直
4
釦
3
啜
裟
癖
赴
謹
眉
」
丑
溢
坦
岩
栄
回
O
]
炉
1101
く
賦
描
摘
匪
゜

（臼）
B
T
.
D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
 7
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ぼ
）
B
T
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D
r
u
c
k
s
a
c
h
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7
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 ff. 
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E
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m
k
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D
O
V
 1956, 
S. 
417. 
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n
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n
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（
ギ
ギ
）



(
2
)
 

①
リ
ー
ネ
プ
ル
ク
上
級
行
政
裁
判
所
一
九
五
四
年
四
月
二
六
日
判
決

議
会
の
調
査
権
に
関
す
る
戦
後
の
主
要
な
判
例
の
要
旨
は
す
で
に
別
稿
で
紹
介
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
と
問
題
点
を
指
摘
し

(
1
)
 

て
み
た
い
。 主

要
判
例

伺
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
主
要
な
判
例

関
法

第
三
四
巻
第
一
号

1
9
6
0
,
 
S
.
 
1
9
3
6
;
 
H. 
J. 
R
i
n
c
k
,
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
 G
r
e
n
z
e
n
 d
e
r
 B
e
e
i
d
i
g
u
n
g
s
b
e
f
u
g
n
i
s
 p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
r
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
,
 

sausschilsse, 
D
V
B
!
.
 1
9
6
4
,
 
S
.
 7
6
6
.
 

(

1

9

)

麻
生
・
前
掲
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
＝
―
-
―
-
七
号
）
四
五
頁
以
下
参
照
。

B
T
.
D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
 8
/
1
1
8
0
,
 
8
/
1
1
8
1
0
 

(

2

0

)

吉
田
栄
司
「
西
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
お
け
る
反
対
派
の
政
府
統
制
権
能
け
」
法
学
論
叢
―
―
―
―
一
巻
一
ー
一
号
五
六
頁
。

(
2
1
)

一
九
六
九
年
の
改
正
条
文
の
紹
介
と
し
て
は
、
下
田
久
則
「
西
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
事
規
則
（
上
）
、
（
下
）
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ニ
四
三
号
六
四

頁
、
二
四
七
号
八
四
頁
参
照
。

(
2
2
)
K
a
r
l
 L
o
e
w
e
n
s
t
e
i
n
,
 
V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
l
e
h
r
e
,
 3
 Aufl., 
1
9
7
5
`
s
.
 
1
8
0
 f,
 
1
9
7
 f. 
*
事
自
一
＋
几
五
五
年
＇
版
に
は
、
邦
訳
と
し
て
、
阿
部
照
哉
・
山

川
雄
己
共
訳
『
現
代
憲
法
論
』
が
あ
る
。
こ
の
問
題
と
関
連
す
る
が
、
連
邦
議
会
で
の
会
派
形
成
必
要
議
員
変
更
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
本
節
祠
で
論
及
す
る
。

(
2
3
)

第
四
五
回
ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
で
は
、
オ
パ
ー
マ
ン

(
O
p
p
e
r
m
a
n
n
)

も
ド
イ
ッ
議
会
主
義
に
お
け
る
主
要
構
成
の
一
っ
と
し
て
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
問
題
及
び
反
対
派
の
役
割
を
あ
げ
て
い
る
。
少
数
者
権
の
強
化
、
調
査
委
員
会
の
役
割
の
問
題
は
そ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

H
•

メ
イ
ヤ
ー

(
H
.M
e
y
e
r
)

も、

H
.
p
．
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
「
新
認
識
」
の
過
剰
を
警
戒
し
つ
つ
も
そ
れ
を
一
応
評
価
し
て
い
る
。
そ
の

他
、
こ
れ
ら
の
学
説
の
検
討
は
本
節
囮
に
談
る
。

Vgl.,
V
e
r
h
a
n
d
l
u
n
g
e
n
 d
e
s
 4
5
 D
J
T
.
 B
d
.
 
II 
(
1
9
6
5
)
 
E. 8
3
 ff. 

七
八

（
七
八
）



R
 

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
笛

(
4
)
 

ヘ
ッ
セ
ン
憲
法
裁
判
所
一
九
六
六
年
―
一
月
二
四
日
判
決

に
し
た
。
調
査
委
員
会
は
、

査
が
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
さ
れ
る
。

七
九

（
七
九
）

ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ソ
議
会
で
少
数
者
動
議
に
も
と
づ
き
設
置
さ
れ
た
調
査
委
員
会
に
、
多
数
者
が
新
ら
た
な
調
査
付
託
を
行
な
っ
た
こ

本
判
決
は
、
第
一
に
、
少
数
者
に
与
え
ら
れ
た
憲
法
上
の
少
数
者
権
は
、
憲
法
争
訟
上
議
員
自
身
に
よ
っ
て
主
張
し
う
る
も
の
で
あ
り
、

議
員
が
所
属
す
る
会
派
が
主
張
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
少
数
者
調
査
権
と
議
会
（
多
数
者
）
と
の
関
係
に
つ
い
て

「
多
数
者
は
、
少
数
者
動
議
の
本
来
の
対
象
を
こ
え
る
事
実
に
つ
い
て
の
調
査
を
、
少
数
者
動
議
に
も
と
づ
き
設
置
さ
れ
る
調
査
委

(
3
)
 

員
会
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
一
九
二
七
年
六
月
一
八
日
ラ
イ
ヒ
国
事
裁
判
所
判
決
の
原
則
を
踏
襲
す
る
こ
と
、
を
明
ら
か

と
く
に
、
行
政
の
監
督
に
役
立
つ
も
の
と
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
調
査
委
員
会
の
任
務
と
し
て
行
政
上
の
不
正
調

し
か
し
こ
れ
ら
の
任
務
は
、
あ
く
ま
で
も
議
会
の
決
定
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
与
党
と

反
対
党
と
の
間
の
政
党
政
治
の
対
象
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
後
の
判
例
の
よ
う
に
、
調
査
権
を
議
会
に
よ
る
行
政

の
統
制
北
議
会
内
反
対
派
に
よ
る
統
制
と
明
言
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
調
査
委
員
会
の
主
た
る
目
的
を
行
政
の
監
督
と
し
、

こ
こ
か
ら
少
数
者
調
査
権
の
保
障
を
把
握
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
積
極
的
に
評
価
で
き
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

多
数
者
に
よ
る
調
査
対
象
の
変
更
内
容
は
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
そ
れ
が
少
数
者
に
対
す
る
「
反
撃
」
を
意
味
す
る
と
き
、
憲
法
違
反
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
本
件
で
は
、
政
府
の
人
事
政
策
等
の
調
査
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
多
数
者
は
当
初
の
調
査
対
象
と
な
っ
た
「
政

府
」
の
中
に
動
議
提
出
少
数
者
が
以
前
参
加
し
て
い
た
時
期
の
「
政
府
」
を
も
含
ま
し
め
よ
う
と
し
た
。
調
査
対
象
の
こ
の
よ
う
な
変
更

が
、
少
数
者
権
を
侵
害
す
る
憲
法
違
反
の
「
反
撃
」
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

ま、
,＇,＇ と

に
対
し
て
、
そ
れ
が
憲
法
違
反
だ
と
し
て
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。



第
三
四
巻
第
一
号

ヘ
ッ
セ
ン
憲
法
第
九
二
条
は
、

「
ラ
ン
ト
議
会
は
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、

に
対
し
て
ヘ
ッ
セ
ン
政
府
が
憲
法
違
反
で
あ
る
と
の
訴
え
を
提
起
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

か
つ
、
そ
の
議
員
の
五
分
の
一
の
動
議
に

も
と
づ
き
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
義
務
を
負
う
」
と
定
め
て
い
る
。
少
数
者
が
ヘ
ッ
セ
ン
議
会
に
、
あ
る
事
件
の
調
査
を
求
め
る
動
議

を
提
出
し
た
際
、
議
会
は
明
示
的
な
決
定
を
な
さ
ず
、
議
長
が
設
置
確
認
の
宣
言
を
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
委
員
会
設
置
手
続

本
判
決
は
、
ラ
ン
ト
議
会
の
調
査
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
、
少
数
者
動
議
に
も
と
づ
く
設
置
に
際
し
て
も
議
会
（
本
会
議
）
が
設
置
を

決
定
す
る
こ
と
、
少
数
者
動
議
が
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
か
否
か
を
審
査
す
る
こ
と
は
議
会
の
義
務
で
も
あ
る
、

と
判
示
し
た
。
特
に
、

少
数
者
調
査
権
が
濫
用
さ
れ
る
危
険
性
を
避
け
る
た
め
、
議
会
に
よ
る
少
数
者
動
議
の
合
憲
性
審
査
は
重
要
性
を
持
つ
旨
指
摘
し
て
い
る
。

少
数
者
動
議
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
調
査
対
象
の
合
憲
性
の
確
保
と
少
数
者
権
の
尊
重
と
い
う
二
つ
の
要
請
を
共
に
み
た
す
必
要

(
5
)
 

が
あ
る
た
め
、
議
会
の
慣
行
、
学
説
は
区
々
に
わ
か
れ
て
き
た
。
本
判
決
は
、
調
査
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
、
少
数
者
は
合
目
的
的
判
断

に
も
と
づ
い
て
設
置
動
議
を
提
出
し
、
多
数
者
は
そ
の
合
法
性
を
判
断
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
設
置
決
議
の
合
法
性
が
疑
わ
し

い
と
き
、
設
置
手
続
1

議
会
の
決
定
ー
の
問
題
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
あ
く
ま
で
も
議
会
の
正
式

の
決
定
が
必
要
で
あ
り
、
多
数
者
に
よ
る
少
数
者
権
侵
害
の
危
険
は
、
こ
の
決
定
が
憲
法
裁
判
所
の
事
後
的
審
査
に
服
す
る
と
い
う
こ
と

に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。
本
判
決
が
こ
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し
た
前
提
に
は
、
少
数
者
調
査
権
が

政
治
的
宣
伝
の
手
段
と
し
て
濫
用
さ
れ
る
危
険
性
を
も
つ
も
の
だ
と
い
う
判
断
が
あ
る
。
別
の
と
こ
ろ
で
「
議
会
と
政
府
と
の
間
の
変
化

し
た
関
係
、
及
び
現
代
の
権
力
分
立
の
問
題
性
が
こ
こ
で
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
調
査
権
が
議
会
の

反
対
派
の
有
す
る
道
具
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
は
か
な
り
否
定
的
な
評
価
を
下
す
理
由
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

こ
の
他
、
本
判
決
は
、
調
査
委
員
会
が
議
会
の
補
助
機
関
で
あ
る
こ
と
、
調
査
権
の
限
界
と
し
て
の
『
コ
ロ
ラ
ル

(Korollar)
理
論
』

関
法

八
〇

（
八

0
)



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
笛

憲
の
問
題
が
生
ず
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
自
体
か
ら
基
本
権
侵
害
を
導
き
出
す
と
い
う
手
法
は
採
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

、
、
、

ま
し
て
、
調
査
テ
ー
マ
の
憲
法
違
反
的
解
釈
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
理
由

（
こ
の
点
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
判
例
と
異
な
っ
て
い
る
）
。

を
採
り
、
本
件
調
査
は
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
プ
領
域
を
侵
す
も
の
で
あ
る
と
判
示
す
る
。
ま
た
、
議
長
の
調
査
委
員
会
設
置
確
認
に
対

(
6
)
 

す
る
黙
示
の
承
認
・
決
定
に
よ
っ
て
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
と
い
う
「
簡
素
化
さ
れ
た
手
続
」
は
、
多
数
者
に
と
っ
て
、
自
己
の
政

策
的
理
由
等
か
ら
認
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
動
議
に
明
示
的
な
賛
成
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
る
の
で
、
本
判
決
も
認
め
る

す
る
こ
と
に
問
題
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、

た
し
か
に
設
置
動
議
に
法
的
疑
念
が
存
す
る
場
合
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
設
置

た
ん
な
る
「
疑
念
」
だ
け
で
十
分
な
の
か
、

た
と
き
、
そ
の
合
憲
性
・
合
法
性
を
審
査
す
る
た
め
委
員
会
に
付
託
し
う
る
の
か
、

特
定
の
人
物
に
対
す
る
ヘ
ッ
セ
ン
議
会
の
調
査
が
調
査
委
員
会
の
設
置
前
か
ら
新
聞
等
で
話
題
に
な
り
、
そ
の
後
、
議
会
で
調
査
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
正
式
に
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
調
査
委
員
会
設
置
に
よ
り
基
本
権
を
侵
害
さ
れ
、
そ
の
活
動
の

継
続
に
よ
り
今
後
基
本
権
の
新
ら
た
な
侵
害
が
生
じ
う
る
と
の
訴
え
が
な
さ
れ
た
。

／＼ 

（
八
一
）

ど
の
程
度
の
「
疑
わ
し
さ
」
が
あ
っ

そ
の
要
件
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
判
決
は
、
ま
ず
第
一
に
、
ラ
ン
ト
議
会
に
よ
る
調
査
委
員
会
の
設
置
そ
れ
自
体
が
市
民
の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
第

ニ
に
、
調
査
権
は
、
公
益
の
存
す
る
事
項
に
の
み
及
び
、
個
人
の
私
的
事
項
に
は
及
ば
な
い
旨
判
示
し
た
。
設
置
自
体
は
議
会
の
内
部
的

行
為
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
基
本
権
侵
害
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
さ
れ
る
。
設
置
自
体
で
な
く
、
設
置
の
際
市
民
に
対
し
て
直
接
的
効
果

を
持
つ
権
限
の
付
託
が
な
さ
れ
た
場
合
に
問
題
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
調
査
テ
ー
マ
の
漠
然
性
は
、
別
の
判
例
に
お
い
て
違

③
 

(

7

)

 

ヘ
ッ
セ
ン
憲
法
裁
判
所
一
九
七
二
年
二
月
九
日
判
決

如
く
「
政
治
的
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
」
。



④
 

る）。

第
三
四
巻
第
一
号

だ
け
か
ら
基
本
権
訴
訟
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
本
判
決
は
明
言
す
る
。

の
可
能
性
を
一
般
的
に
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
こ
の
よ
う
な
形
で
、
市
民
の
基
本
権
侵
害
の
訴
え

一
九
六

0
年
の

B
G
H
判
決
以
降
、
調
査
手
続
の
法
治

国
家
的
観
点
か
ら
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、
最
近
の
判
例
（
連
邦
行
政
裁
判
所
一
九
八

0
年
―
一
月
ニ
―
日
判
決
）
で
は
、
証
人

と
し
て
尋
問
の
た
め
召
喚
さ
れ
た
場
合
に
は
行
政
法
上
の
手
続
で
争
い
う
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
判

決
も
調
査
委
員
会
が
活
動
す
る
中
で
、
証
人
と
し
て
尋
問
等
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
段
階
で
制
定
法
上
の
保
障
を
受
け
る
こ
と
を
否
定
し
て

は
い
な
い
が
、
設
置
時
に
お
け
る
調
査
テ
ー
マ
の
内
容
、
及
び
そ
の
明
確
性
の
要
請
と
基
本
権
と
の
関
連
に
も
論
及
す
べ
き
だ
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
（
調
査
委
員
会
の
設
置
手
続
、
調
査
テ
ー
マ
の
特
定
性
、
明
確
性
は
基
本
権
訴
訟
に
重
要
な
意
味
を
持
た
な
い
旨
判
示
す

も
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
、

本
判
決
は
、
元
来
私
的
な
性
格
を
持
つ
事
件
で
あ
っ
て
も
、
特
定
の
状
況
の
下
で
は
「
公
益
」
の
視
野
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
可
能
性

(
8
)
 

と
述
べ
る
。
こ
の
点
が
、
基
本
権
訴
訟
の
否
定
と
い
う
文
脈
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、

調
査
対
象
の
「
公
益
性
」
判
断
と
し
て
は
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
調
査
権
は
公
益
の
存
す
る
事
項
に
の
み
お
よ
び
個
人
の
私
的
事
項
に

は
お
よ
ば
な
い
と
い
う
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
何
が
公
益
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
当
然
に
意
見
が
わ
か
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
少
数
者
が
公
益
の
存
す
る
事
件
だ
と
判
断
し
て
提
起
し
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
多
数
者
が
公
益
性
な
し
と
考
え
て
も
、
明
確
な

論
拠
を
提
示
し
な
い
か
ぎ
り
公
益
性
の
推
定
を
う
け
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
9
)
 

バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
憲
法
裁
判
所
一
九
七
七
年
四
月
一
六
日
判
決

大
学
病
院
等
に
お
け
る
不
正
の
実
態
を
調
査
す
る
た
め
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
議
会
の
少
数
者
に
よ
り
調
査
委
員
会
設
骰

関
法

八

（
八
二
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
吟

本
判
決
は
、

調
査
委
員
会
設
置
動
議
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

八

（八一＿一）

動
議
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
議
会
は
こ
の
動
議
に
憲
法
上
の
疑
義
が
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
。
常
任
委
員

会
の
違
憲
判
断
を
受
け
て
議
会
が
こ
の
少
数
者
動
議
を
否
決
し
た
こ
と
に
対
し
て
憲
法
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
調
査
対
象
の
「
特
定
性
命
題
」

少
数
者
調
査
の
場
合
に
は
議
会
で
の
調
査
委
員
会
設
置
決
議
に
で
は
な
く
、
少
数
者
の
提
出
す
る
動
議
に
要
求
さ
れ
る
と
し
た
。
第
二
に
、

（
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
憲
法
第
一
―
一
五
条
第
一
項
第
二
段
）
が
、

議
会
の
多
数
者
は
、
少
数
者
動
議
が
こ
の
「
特
定
性
命
題
」
を
み
た
す
よ
う
力
を
貸
す
こ
と
を
法
的
に
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、

第
三
に
、
調
査
委
員
会
が
部
分
的
に
で
も
そ
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
期
待
し
う
る
時
間
が
あ
る
場
合
に
は
（
本
件
で
は
約
四
ヶ
月
）
、

そ
の
他
、
訴
え
の
利
益
等
に
つ
い
て
も
判
示
し
て
い
る
。

少
数
者
権
の
表
現
と
し
て
の
少
数
者
調
査
権
は
、
反
対
派
に
よ
る
政
府
1
1
議
会
多
数
者
に
対
す
る
統
制
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ

る
と
の
前
提
か
ら
、
本
判
決
の
結
論
は
導
き
だ
さ
れ
る
。
調
査
対
象
の
特
定
性
が
、
少
数
者
に
よ
る
設
置
動
議
の
中
で
み
た
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
多
数
者
が
こ
の
設
置
動
議
内
容
を
追
加
動
議
等
に
よ
っ
て
変
更
で
き
な
い
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
と
対
を
な

し
て
理
解
さ
れ
る
。
多
数
者
が
、
少
数
者
動
議
の
不
十
分
性
を
補
い
、
反
対
者
権
の
行
使
に
手
を
貸
す
こ
と
は
制
度
矛
盾
で
あ
り
、
認
め

ら
れ
な
い
と
す
る
。
設
置
動
議
が
「
特
定
性
命
題
」
を
み
た
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
具
体
的
判
断
を
本
判
決
は
か
な
り
厳
格
に
行

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
政
府
の
活
動
に
対
す
る
包
括
的
・
一
般
的
調
査
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
特
定
の
事
実
関
係
を
解
明
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
る
と
い
う
調
査
委
員
会
の
性
格
か
ら
し
て
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
本
件
の
調
査
対
象
が
「
不
正
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
少
数
者
の
主
張
に
一
応
の
合
目
的
性
の
推
定
を
な
し
た
う
え
で
、
そ
の
「
特
定
性
」
が
審
査
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

調
査
が
可
能
な
時
期
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
少
数
者
権
の
尊
重
、
政
府
活
動
の
有
効
な
統
制
の
た
め
に
部
分
的
に
で
も
任
務
を
果
た

し
う
る
期
間
が
あ
れ
ば
、

た
と
え
任
期
満
了
が
近
づ
い
て
い
て
も
調
査
委
員
会
の
設
置
は
決
議
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
は



本
判
決
は
、
通
説
的
見
解
で
あ
る
コ
ロ
ラ
ル
理
論
、

定
さ
れ
る
、
と
い
う
定
式
化
で
あ
る
。

バ
イ
エ
ル
ン
議
会
の
少
数
者
は
、
あ
る
事
件
の
事
実
関
係
の
解
明
と
、
そ
の
事
件
へ
の
公
務
員
の
関
与
を
調
査
す
る
た
め
の
調
査
委
員

会
設
置
動
議
を
提
出
し
た
。
議
会
は
、
こ
の
調
査
に
は
公
益
が
存
し
な
い
と
し
て
多
数
で
修
正
動
議
を
可
決
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
憲
法

本
判
決
は
、
こ
れ
ま
で
学
説
・
判
例
で
論
議
さ
れ
て
き
た
調
査
権
の
論
点
の
ほ
と
ん
ど
に
論
及
す
る
。
ま
ず
第
一
に
、
調
査
権
は
、
議

会
の
多
数
者
が
政
府
の
担
い
手
と
な
る
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
反
対
派
の
権
利
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
少
数
者
調
査
権
は
政
府
の
統
制
を

(
1
1
)
 

行
な
う
た
め
の
反
対
派
の
手
段
で
あ
る
と
明
言
す
る
。
し
か
し
、
第
二
に
、
調
査
委
員
会
は
議
会
の
補
助
機
関
で
あ
り
、
議
会
の
権
限
内

で
の
み
活
動
し
、
そ
の
決
定
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
事
実
の
み
を
調
査
し
何
の
決
定
も
行
な
う
べ
き
で
な
い
と
す
る
。
こ
こ
か

ら
第
三
に
、
調
査
委
員
会
は
三
つ
の
側
面
か
ら
活
動
を
限
定
さ
れ
る
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
内
容
上
、
議
会
の
権
限
に
よ
っ
て
、
作

用
上
、
議
会
の
決
定
の
準
備
に
、

そ
し
て
前
二
者
の
制
限
内
で
、
事
実
の
調
査
・
証
拠
の
取
調
（
刑
事
訴
訟
法
の
準
用
を
う
け
た
）
に
限

的
役
割
を
果
し
た
一
例
と
い
え
る
。
議
院
内
閣
制
の
下
に
お
け
る
調
査
権
の
意
義
を
語
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
前
提
が
事
案
の
解
決

に
十
分
生
か
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
調
査
対
象
の
特
定
性
の
欠
如
を
理
由
に
、
部
分
的
に
、
議
会
（
多

数
者
）
に
よ
る
修
正
を
正
当
化
し
、
全
体
と
し
て
の
少
数
者
動
議
の
本
質
的
内
容
は
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
と
判
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

違
反
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

⑥
 

(10) 

ハ
イ
ニ
ル
ン
憲
法
裁
判
所
一
九
七
七
年
六
月
二
七
日
判
決

妥
当
な
結
論
と
い
え
よ
う
。

関
法

第
三
四
巻
第
一
号

「
事
実
の
調
査
」
論
が
、
調
査
権
（
と
り
わ
け
少
数
者
調
査
権
）
に
と
っ
て
否
定

八
四

（
八
四
）



わ
れ
る
。

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
壺
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
伺

本
判
決
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
議
会
の
調
査
権
を
正
面
か
ら
取
り
扱
っ
た
初
め
て
に
し
て
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
唯
一
の
判
例
と
思

動
議
の
変
更
・
修
正
に
つ
い
て
本
判
決
は
、
多
数
者
が
少
数
者
の
意
思
に
反
し
て
、
少
数
者
動
議
で
示
さ
れ
た
調
査
対
象
を
拡
大
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
は
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
時
代
か
ら
の
判
例
・
学
説
が
一
般
的
に
認
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
議
会
の
慣
行
も
こ

の
原
則
を
踏
ま
え
て
行
な
わ
れ
て
い
た
と
す
る
。
調
査
対
象
の
本
質
的
変
更
や
手
続
の
著
し
い
遅
滞
が
生
じ
な
い
場
合
に
は
調
査
対
象
を

補
足
・
変
更
で
き
る
と
い
う
規
定
は
い
く
つ
か
の
ラ
ン
ト
法
の
中
に
も
み
ら
れ
る
が
、
本
判
決
は
、
原
則
と
し
て
は
少
数
者
の
意
思
に
反

J

れ
に
対
し
て
憲
法
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(12) 

⑥
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
七
八
年
八
月
二
日
判
決

ど
う
か
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八
五

（
八
五
）

こ
の
判
決
の
中
で
も
、
少
数
者
権
尊
重
に
つ
い
て
確
立
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
判
例
の
原
則
は
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
少
数
者

動
議
は
、
調
査
対
象
の
本
質
的
変
更
、
手
続
の
著
し
い
遅
滞
が
生
じ
な
い
場
合
に
の
み
拡
大
・
変
更
し
う
る
と
い
う
こ
と
。
少
数
者
動
議

に
新
し
い
調
査
対
象
を
付
け
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。
不
正
調
査
の
た
め
少
数
者
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
動
議
は
、
公
益
が
存
在

し
て
い
る
と
い
う
推
定
を
う
け
、
多
数
者
は
明
確
な
反
対
根
拠
を
示
さ
な
い
か
ぎ
り
、
少
数
者
の
公
益
判
断
を
受
け
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
等
で
あ
る
。
本
事
案
の
個
々
の
事
実
関
係
の
検
討
が
必
要
で
は
あ
ろ
う
が
、
本
判
決
が
こ
れ
ら
の
原
則
を
十
分
に
生
か
し
て
い
る
か

シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
議
会
の
少
数
者
は
、
あ
る
議
員
の
不
正
に
関
す
る
調
査
を
行
な
う
た
め
調
査
委
員
会
設
置
動
議

を
提
出
し
た
。
議
会
は
、
新
ら
た
な
調
査
対
象
（
少
数
者
に
属
す
る
議
員
の
調
査
）
を
付
け
加
え
る
追
加
動
議
を
贅
成
多
数
で
可
決
し
た
。



題
に
つ
い
て
判
示
し
、

一
九
六
一
年
の
「
勧
告
」
に
影
響
を
与
え
た
。

一
九
七

0
年
四
月
一
七
日
の
プ
レ
ー
メ
ン
憲
法
裁
判
所
判
決
は
、

議
会
調
査
権
の
問
題
を
取
り
扱
っ
た
判
例
は
、
前
記
諸
判
例
の
他
に
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

(14) 

裁
判
所
判
決
は
、
わ
が
国
で
も
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

B
G
H
判
決
は
、
調
査
手
続
に
お
け
る
刑
事
訴
訟
法
の
類
推
適
用
の
問

一
九
六

0
年
二
月
一
九
日
の
連
邦
通
常

⑦
 

し
て
調
査
対
象
の
変
更
は
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
の
結
論
は
、
少
数
者
調
査
権
の
憲
法
上
の
意
義
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。
す

る
場
合
に
の
み
保
障
さ
れ
る
。
…
…
議
会
と
政
府
と
の
緊
張
関
係
は
、
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
、

党
派
と
の
間
の
、
他
面
で
は
政
府
と
反
対
党
と
の
間
の
政
治
的
緊
張
関
係
に
変
っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
、
政

府
の
監
視
と
い
う
任
務
は
、
政
府
を
構
成
す
る
議
会
多
数
者
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
ま
ず
第
一
に
反
対
党
ー
|
‘
た
い
て
い
の
場
合
少
数
者

と
い
う
前
提
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
反
対
党
に
与
え
ら
れ
た
少
数
者
調
査
権
は
、
反
対
党
自
身
の
利
益

の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
民
主
的
国
家
の
利
益
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
、
政
府
の
公
的
統
制
の
た
め
の
一
手
段
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ

(13) 
る。

さ
ら
に
、
本
判
決
は
、
調
査
委
員
会
の
た
ん
な
る
設
置
権
だ
け
で
は
、
少
数
者
の
政
府
統
制
権
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

ず
、
そ
の
自
由
な
行
使
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

る
。
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
き
、
選
挙
期
に
限
っ
て
活
動
し
う
る
調
査
委
員
会
の
任
務
を
恣
意
的
に
拡
大
し
た
り
、
手
続
を
引
き
延
ば
し
た

り
す
る
こ
と
は
、
政
府
に
対
す
る
議
会
的
統
制
を
不
確
実
な
も
の
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
結
論
も
妥
当
と
い
え
よ
う
。

そ
の
他
の
判
例

そ
れ
ゆ
え
、
調
査
対
象
の
決
定
が
少
数
者
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ

|
に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
。
」

一
面
で
は
政
府
と
そ
れ
を
担
う
議
会
内

な
わ
ち
、
議
会
調
査
の
重
点
は
政
府
に
対
す
る
議
会
的
統
制
に
あ
り
、

「
こ
の
議
会
的
統
制
は
、
議
会
と
政
府
と
の
問
に
緊
張
関
係
が
あ

関
法

第
三
四
巻
第
一
号

八
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（
八
六
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
笛

合
に
行
政
法
上
の
手
続
で
争
い
う
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

判
例
と
少
数
者
調
査
権

八
七

（
八
七
）

こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
調

調
査
委
員
会
自
ら
は
差
押
え
、
捜
索
を
命
ず
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
プ
レ
ー
メ
ン
憲
法
第
一

0
五
条
第
六
項
に
よ
り
、
権
限
あ

(15) 

る
裁
判
官
に
こ
れ
を
請
求
す
る
旨
判
示
し
た
。
一
九
七
八
年
一

0
月
三
日
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
は
、
証
人
の
真
実
供
述
義
務
に
つ
い

(17) 

て
判
示
し
て
い
，
知
。
さ
ら
に
一
九
八

0
年
―
一
月
ニ
―
日
の
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
で
は
、
調
査
委
員
会
に
証
人
と
し
て
召
喚
さ
れ
た
場

ま
た
、
議
会
の
委
員
会
の
地
位
に
つ
い
て
の
判
例
及
び
政
党
の
憲
法
上
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
の
憲
法
裁
判
所
の
判
例
も
本
稿
と
の
関
連
で
は
無
視
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
判
例
に
つ
い
て
は
次
節
以
下
、
学
説
の
検

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
時
代
の
国
事
裁
判
所
の
三
つ
の
判
決
と
、
本
節
で
紹
介
し
た
六
つ
の
判
決
の
中
で
、
少
数
者
調
査
権
尊
重
の
姿
勢
は

原
則
と
し
て
貫
か
れ
、
少
数
者
調
査
権
の
位
置
づ
け
は
明
確
に
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

の
判
決
が
、
議
院
内
閣
制
の
下
に
お
け
る
権
力
分
立
の
意
味
、

そ
こ
に
お
け
る
議
会
調
査
権
の
意
義
を
、
議
会
少
数
者
の
政
府
統
制
権
能

し
か
し
、
こ
の
少
数
者
調
査
権
の
位
置
づ
け
が
、
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
少
数
者
権
の
拡
大
の
方
向
で
個
々
の
判
例
の
中
で
援
用
さ
れ
、

事
案
の
解
決
に
役
立
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
調
査
権
が
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
こ
と
は
、
客
観
的

な
事
実
の
解
明
に
は
否
定
的
側
面
を
持
つ
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
、
政
治
的
宜
伝
の
手
段
に
堕
し
や
す
い
と
い
う
評
価
も
出
て
く
る
こ
と

(18) 

と
な
る
。

一
九
六
六
年
―
一
月
二
四
日
の
ヘ
ッ
セ
ン
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
ち
、
多
数
者
に
よ
る
少
数
者
動
議
の
合
憲

性
審
査
を
強
調
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
(
-
九
七
七
年
バ
イ
ニ
ル
ン
判
決
も
同
様
で
あ
ろ
う
）
。

と
明
言
し
た
こ
と
に
こ
の
こ
と
は
集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

(2) 
討
の
中
で
必
要
に
応
じ
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

一
九
七
八
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所



(

1

)

 

(

2

)

 

(
3
)
 

(
4
)
 

(

5

)

 

説
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

解
す
る
傾
向
を
持
つ
と
い
え
る
。

第
三
四
巻
第
一
号

査
権
を
政
府
統
制
権
と
と
ら
え
た
う
え
で
、
事
実
及
び
事
実
関
係
の
客
観
的
な
解
明
は
議
会
の
多
数
関
係
に
支
配
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ

と
、
し
た
が
っ
て
少
数
者
に
可
能
な
最
大
限
の
権
能
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
論
旨
を
進
め
ね
ば
な
ら

多
数
者
に
よ
る
少
数
者
動
議
の
変
更
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、

た
だ
、
ラ
ン
ト
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
法
律
に
よ
り
そ
の
要
件
が
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
調
査
委
員
会
の
設
置
と
手
続

に
つ
い
て
の
法
律
は
成
立
し
て
い
な
い
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
少
数
者
権
を
尊
重
す
る
方
向
（
少
数
者
の
意
思
に
反
す
る
変
更
を
認
め

な
い
）
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
論
及
し
た
判
決
は
、
概
し
て
、
具
体
的
判
断
に
際
し
て
は
前
記
要
件
を
緩
や
か
に

一
般
論
と
し
て
の
少
数
者
調
査
権
の
積
極
的
位
置
づ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
な
判
断
で
そ
れ
が
生
か
さ
れ
な
い
こ
と
の
理
由
と

し
て
は
、
帝
制
時
代
か
ら
形
を
変
え
て
つ
づ
い
て
い
る
「
事
実
の
調
査
」
論
及
び
通
説
的
地
位
を
占
め
て
い
る
と
い
わ
れ
る
コ
ロ
ラ
ル
理

論
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
後
者
の
内
容
の
す
べ
て
が
そ
の
ま
ま
少
数
者
権
の
制
限
に
か
か
わ
り
を
も
つ
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ

ら
の
理
論
の
検
討
が
、
少
数
者
調
査
権
の
法
的
性
格
考
察
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
点
を
ふ
ま
え
て
調
査
権
に
関
す
る
学

本
稿
で
紹
介
す
る
判
例
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
「
判
例
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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M
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な
い
だ
ろ
う
。

関
法

一
九
二
七
年
の
国
事
裁
判
所
の
判
例
が
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。
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K
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,
 1
9
6
0
,
 
R
d
n
r
.
 3
2
 f
f
.
N
u
 Art. 4
4
.

そ
の
他
、
拙
稿
・
「
判
例
」
中
に
引
用
し
た
文
献
参
照
。
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(
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)
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V
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G
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 4
9
,
 
7
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(
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憲
法
上
の
機
関
と
し
て
政
党
を
明
確
に
位
置
づ
け
た
ハ
ン
プ
ル
ク
憲
法
第
二
三
条
の

a
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
「
判
例
」
の
二
四
九
頁
の
文
献

参
照
。
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憲
法
改
革
問
題
予
備
調
査
会
の
意
図
は
、
ま
ず
第
一
に
、
調
査
委
員
会
の
手
続
の
中
立
化
と
調
査
対
象
の
政
治
性
と
の
間
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
決

す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
少
数
者
権
の
本
質
的
強
化
を
は
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
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